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旧
年
中
は
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

令
和
七
年  

元
旦
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新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
す
こ

や
か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
七
年
元
旦

皆
様
方
に
は
、
平
素
よ
り
福
岡
県

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、

私
た
ち
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
も
一
時

停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
多
く
の
ク
ラ
ブ
が
ス
ポ
ー
ツ
活

動
や
サ
ー
ク
ル
活
動
、
さ
ら
に
は
地

域
貢
献
を
目
的
と
し
た
社
会
奉
仕
活

動
な
ど
に
再
び
取
り
組
み
始
め
る
姿

を
目
の
当
た
り
に
し
、
私
も
大
変
心

強
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
会

員
同
士
の
交
流
を
通
じ
て
生
き
が
い

を
見
出
し
、
健
康
を
維
持
す
る
こ
と

の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
一
年
と
な

り
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
単
に
高
齢
者
が

集
う
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
共
に
学

び
、
共
に
楽
し
み
、
共
に
支
え
合
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
り
、
地
域
社
会

を
支
え
る
重
要
な
存
在
で
す
。
そ
の

価
値
を
次
世
代
へ
と
繋
げ
て
い
く
た

め
に
も
、
ま
ず
既
存
の
会
員
の
皆
さ

ん
が
積
極
的
に
活
動
に
参
加
し
、
老

人
ク
ラ
ブ
を
「
楽
し
さ
」
と
「
充
実

感
」
を
実
感
で
き
る
場
に
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
よ
う
な
老

人
ク
ラ
ブ
の
姿
を
見
て
も
ら
う
こ
と

が
、
新
し
い
会
員
の
加
入
に
も
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

県
老
連
で
は
、
今
年
度
も
市
町
村

老
連
の
会
長
や
事
務
局
長
、
単
位
ク

ラ
ブ
の
新
任
会
長
、
会
員
の
皆
さ
ん

等
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
積
極
的

に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
、ペ
タ
ン
ク
の
三
大
ス
ポ
ー

ツ
大
会
も
、
一
部
天
候
に
よ
る
順
延

も
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
協
力

の
お
陰
で
す
べ
て
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
い
ま
す
「
会
員
増
強

運
動
」
も
、
４
つ
の
市
町
村
老
連
を

含
む
86
団
体
が
表
彰
を
受
け
る
な
ど
、

素
晴
ら
し
い
成
果
を
上
げ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
員
増
強
運
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
年
度
か
ら
２
月
及
び
３
月
を
「
会

員
増
強
強
化
月
間
」
と
し
、
様
々
な

会
員
増
強
運
動
の
成
功
事
例
な
ど
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
県
老
連
と
し
て

一
丸
と
な
り
、
さ
ら
な
る
会
員
増
強

を
目
指
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。
今
後

と
も
ご
協
力
の
程
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
県
老
連

は
本
年
も
皆
様
と
共
に
手
を
携
え
、

活
気
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
づ
く
り
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
新
し
い
年
が
皆

様
に
と
っ
て
健
康
で
充
実
し
た
一
年

と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て

　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

会
長
年
頭
あ
い
さ
つ

　

公
益
社
団
法
人

　
　

福
岡
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　

会
長

松
栄　

磐



第 87 号(3)

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お

健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

福
岡
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
日
ご
ろ
か
ら
、「
の

ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、
担
お
う
！

地
域
づ
く
り
を
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の
健
康
づ
く
り

活
動
や
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
へ
の

友
愛
訪
問
、
こ
ど
も
の
見
守
り
活
動

な
ど
地
域
に
根
差
し
た
活
動
に
取
り

組
ま
れ
、
地
域
福
祉
の
発
展
に
大
き

く
貢
献
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

松
栄
会
長
を
は
じ
め
役
員
の
皆
さ

ま
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
熱
意
と
ご

努
力
に
深
く
敬
意
を
表
し
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
県
で
は
高
齢
化
率
が
28
．13
％
と

約
４
人
に
１
人
が
高
齢
者
と
な
っ
て

お
り
、
今
後
さ
ら
に
高
齢
化
が
進
ん

で
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま

す
。一

方
、
県
内
各
地
域
で
は
、
世
代

間
交
流
の
希
薄
化
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
弱
体
化
な
ど
に
よ
り
、
地
域

が
持
っ
て
い
た
助
け
合
い
、
支
え
合

う
機
能
が
低
下
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
地
域
の
活
力
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
皆
さ
ま
が
豊
富
な
知
識
と
経

験
を
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
、
地
域
を

元
気
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
皆
さ
ま
の
さ
ら
な
る

ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

県
で
は
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、

複
雑
化
・
複
合
化
し
た
支
援
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
市
町
村
の
包
括
的
な
支

援
体
制
の
構
築
、
地
域
の
特
性
に
応

じ
た
認
知
症
施
策
や
介
護
サ
ー
ビ
ス

提
供
体
制
の
整
備
等
の
促
進
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
や
地
域

づ
く
り
な
ど
に
市
町
村
と
連
携
し
て

取
り
組
み
、「
地
域
共
生
社
会
」
の
実

現
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
平
成
24
年
度
か
ら
、
60
歳

以
上
の
方
に
豊
富
な
人
生
経
験
と
知

識
を
生
か
し
て
地
域
の
子
育
て
支
援

に
参
加
い
た
だ
く
「
ふ
く
お
か
子
育

て
マ
イ
ス
タ
ー
」
制
度
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

年
々
マ
イ
ス
タ
ー
認
定
者
数
は
増

加
し
て
お
り
、
令
和
５
年
度
末
時
点

で
２
，
０
４
２
名
の
方
を
認
定
し
、

子
育
て
に
悩
み
、
奮
闘
す
る
親
の
支

え
と
な
り
、
将
来
を
担
う
こ
ど
も
た

ち
を
見
守
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　
今
後
も
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ま

と
手
を
携
え
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た

と
こ
ろ
で
安
心
し
て
元
気
に
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
福
岡
県
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、

会
員
の
皆
さ
ま
の
今
年
一
年
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

新
年
の
あ
い
さ
つ

福
岡
県
知
事　

服
部
誠
太
郎
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令
和
六
年
十
一
月
二
十
日(
水)
・

二
十
一
日
（
木
）
に
神
奈
川
県
「
神

奈
川
県
民
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
」
を
会

場
と
し
て
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
本
県
の
全
国
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰
者
及
び
大
会

宣
言
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
育
成
功
労
表
彰

（
全
国
百
二
十
名
）

筑
後
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長　

田
中　

秀
行

大
川
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

会
長　

龍
野　

正
明

前 

み
や
ま
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長　

築
地
原　

米
藏

築
上
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

	

会
長　

西
畑　

イ
ツ
ミ

▼
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

（
全
国
六
十
三
団
体
）

光
陽
台
一
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

光
寿
会

会
長　

梶
原　

昌
幸

【
結
成
年
月
日
】

昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日

桜
町
老
人
ク
ラ
ブ
桜
寿
会

会
長　

小
野　

晃

【
結
成
年
月
日
】平

成
五
年
四
月
一
日

▼
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰

（
全
国
四
十
八
団
体
）

　

糸
島
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長　

里
村　

廣
志

行
橋
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長　

中
島　

章

主

な

行

事

令
和
六
年
度

第
五
十
三
回

　
　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
表
彰
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わ
が
国
は
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
急
速
に
進

み
、
団
塊
の
世
代
が
七
十
五
歳
を
迎
え
る
二
〇
二
五
年

を
目
前
に
控
え
て
、
本
格
的
な
超
高
齢
社
会
を
迎
え
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
生

き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
し
、
共
に
支
え
合
う
「
地
域
共

生
社
会
」
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
年
、
孤
独
や
孤
立
に
悩
む
人
を
誰
ひ
と

り
取
り
残
さ
な
い
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
た
「
孤
独
・

孤
立
対
策
推
進
法
」
と
、
認
知
症
の
人
が
尊
厳
を
保
持

し
つ
つ
希
望
を
も
っ
て
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
を
目
的
に

し
た
「
認
知
症
基
本
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
社
会
目
標
は
、
私
た
ち
老
人
ク
ラ
ブ
の
活

動
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
と
い
え
ま
す
。振
り
返
る
と
、

私
た
ち
は
、
戦
後
一
貫
し
て
地
域
で
の
支
え
合
い
を
主

体
的
に
行
い
、
多
彩
な
活
動
を
展
開
し
て
、
時
に
喜
び

を
分
か
ち
合
い
、
時
に
災
害
な
ど
困
難
を
共
に
乗
り
越

え
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で

き
た
仲
間
づ
く
り
や
支
え
合
い
の
活
動
実
践
に
誇
り
を

持
ち
、
こ
れ
を
活
か
し
て
、
孤
独
・
孤
立
の
防
止
、
認

知
症
の
正
し
い
知
識
・
理
解
の
普
及
な
ど
に
地
域
の
関

係
団
体
等
と
連
携
・
協
働
し
て
一
層
推
進
す
る
こ
と
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
一
月
一
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震

に
お
い
て
は
、
全
国
の
仲
間
か
ら
た
く
さ
ん
の
友
愛
の

心
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
、
高
齢
化
の
著
し
い
被
災

地
で
、
我
々
の
仲
間
や
多
く
の
高
齢
者
が
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
毎
年
の
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
る
災
害
を
乗
り
越

え
、
復
興
の
一
助
と
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
老
人
ク
ラ

ブ
の
日
頃
の
仲
間
づ
く
り
や
地
域
と
の
幅
広
い
つ
な
が

り
を
大
切
に
は
ぐ
く
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

四
季
折
々
の
自
然
と
歴
史
、
都
市
文
化
の
共
存
す
る

神
奈
川
県
に
集
う
全
国
の
老
人
ク
ラ
ブ
関
係
者
は
、「
の

ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、
担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」

の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
も
と
に
、
次
の
重
要
事
項
の
実
践

を
、
今
後
と
も
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
、
こ
こ
に

宣
言
い
た
し
ま
す
。

令
和
六
年
十
一
月
二
十
一
日 

　

第
五
十
三
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

全
老
連
「
活
動
賞
」
伝
達
式

宣

言

一
、
健
康
長
寿
を
め
ざ
す
「
健
康
活
動
」
の
推
進

一
、
暮
ら
し
を
見
守
る
「
支
え
合
い
活
動
」
の
展
開

一
、
高
齢
期
を
豊
か
に
す
る
「
生
き
が
い
活
動
」

　
　
の
充
実 

一
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
と
連
携
し
た
「
地
域
貢
献
活
動
」
　
　
　

　
　
の
推
進

一
、
す
べ
て
の
人
々
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る

　 

「
社
会
保
障
制
度
」
の
確
立

令
和
六
年
九
月
十
九
日
（
木
）
に

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春
日
市
）
に

お
い
て
県
老
連
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

会
議
終
了
後
に
全
老
連
「
活
動
賞
」

の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

〇
活
動
賞
受
賞
者

●
八
女
市　

レ
ジ
ェ
ン
ド
ク
ラ
ブ

（
健
康
づ
く
り
活
動
）

●
添
田
町　

町
三
ふ
れ
あ
い
の
会

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

伝
達
式
の
後
で
、
理
事
会
と
受
賞

者
に
よ
る
活
発
な
意
見
交
換
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
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令
和
六
年
十
月
十
九
日
（
土
）
～

二
十
二
日
（
火
）
に
、
鳥
取
県
に
お

い
て
第
三
十
六
回
全
国
健
康
福
祉
祭

と
っ
と
り
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
期
の
方
を
は
じ
め
誰
も
が
の

び
の
び
と
、
そ
し
て
活
き
活
き
と
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
に
親
し
め
、
鳥

取
県
の
豊
か
な
自
然
・
お
い
し
い
空

気
の
中
で
、
各
地
域
か
ら
全
国
へ
世

代
を
超
え
て
交
流
の
輪
が
広
が
る
大

会
と
な
る
よ
う
、
次
の
目
標
が
掲
げ

ら
れ
ま
し
た
。

一　

い
く
つ
に
な
っ
て
も
生
き
生
き
と

活
動
し
、心
身
と
も
に
健
康
長
寿・

生
涯
現
役
に
繋
げ
る
大
会

二　

共
に
ふ
れ
あ
い
、
分
か
ち
合
う

こ
と
で
、
人
と
人
と
の
き
ず
な

を
強
く
感
じ
ら
れ
る
大
会

三　

世
代
や
立
場
を
超
え
た
地
域
内

外
の
繋
が
り
に
よ
っ
て
、
持
続

可
能
な
地
域
共
生
社
会
を
作

り
出
す
大
会

令
和
六
年
七
月
四
日
（
木
）
～
五

日
（
金
）
の
二
日
間
、
ホ
テ
ル
日
航

大
分
オ
ア
シ
ス
タ
ワ
ー
（
大
分
市
）

に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
松
栄
会
長
を

は
じ
め
十
一
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

〇
基
調
報
告

　
「
老
人
ク
ラ
ブ
の
現
状
と
課
題
」

　
　
　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

常
務
理
事　

松
島　

紀
由

〇
事
例
発
表

①
「
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
し
て
の
会

員
増
強
？
」　

福
岡
県
み
や
こ
町
老
連

　

井
上　

哲
也

②
「
会
員
に
対
す
る
割
引
制
度
に

つ
い
て
」　　佐

賀
県
江
北
町
老
連

古
賀　

積

③
「
規
約
の
再
周
知
等
に
よ
る
会

員
増
強
運
動
の
取
り
組
み
」

宮
崎
県
も
ひ
ろ
げ
会

　

宮
本　

泰
次

四　

ゆ
っ
た
り
、
た
っ
ぷ
り
、
と
っ

と
り
の
魅
力
を
満
喫
し
て
い

た
だ
け
る
大
会

福
岡
県
老
連
か
ら
は
、
選
手
・
役

員
合
わ
せ
て
十
二
名
が
参
加
し
、
鳥

取
県
内
各
地
に
分
か
れ
て
競
技
に
参

加
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
競
技
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　

築
上
町	

築
上
町
チ
ー
ム

〇
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

　

古
賀
市	

長
岡　

凱
春

〇
ペ
タ
ン
ク

　

上
毛
町	

宇
野
垂
水
チ
ー
ム

〇
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
松
栄
磐
会
長　

　

以
下
三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
に
は
日
ご
ろ
の
実

力
を
発
揮
す
べ
く
健
闘
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
ペ
タ
ン
ク

の
上
毛
町
宇
野
垂
水
チ
ー
ム
は
全
国

５
位
と
い
う
好
成
績
を
収
め
ら
れ
、

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

④
「
発
足
１
年
余
り
、
健
康
で
元

気
な
日
々
を
目
指
し
て
」

鹿
児
島
県
南
さ
つ
ま
市

シ
ニ
ア
連　

川
野　

重
美

〇
講
演

　
「
大
友
宗
麟
」
を
大
河
ド
ラ
マ
に
！

　

～
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
強
国
進
出
に
正
面　

　
　

か
ら
向
き
合
っ
た
戦
国
大
名
～

　

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
「
大
友
宗
麟
」　

　

誘
致
推
進
協
議
会
会
長

　

N
P
O
法
人
大
友
氏
顕
彰
会　

名
誉
理
事
長　

牧　

達
夫　

氏

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

は
ば
た
け
鳥
取
２
０
２
４

令
和
六
年
度
九
州
ブ
ロ
ッ
ク　

老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー研

修
会

咲
か
せ
よ
う

砂
丘
に
長
寿
と
笑
み
の
花
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令
和
六
年
六
月
七
日
（
金
）
に
ク

ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春
日
市
）
に
お

い
て
市
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
新

任
会
長
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
新
任

会
長
十
一
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

県
老
連
の
飯
田
事
務
局
長
が
老
人

ク
ラ
ブ
の
活
動
・
現
状
等
に
つ
い
て

説
明
を
行
っ
た
後
、
参
加
者
全
員
に

よ
る
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
六
年
六
月
六
日
（
木
）
か
ら
七

月
二
日
（
火
）
に
わ
た
っ
て
、
県
内
五

地
区
（
福
岡・北
筑
後・南
筑
後・筑
豊・

京
築
）
で
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
新
任
会
長

研
修
会
を
開
催
し
、
福
岡
県
高
齢
者
地

域
包
括
ケ
ア
推
進
課
職
員
に
よ
る
「
高

齢
者
の
福
祉
に
つ
い
て
」
の
講
演
及
び

県
老
連
事
務
局
長
か
ら
「
老
人
ク
ラ
ブ

の
現
状
・
課
題
等
」
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。
午
後
は
、
市
町
村
老
連
か
ら

の
事
例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

○
地
区
別
参
加
者

　

福　
　

岡　
　
　

百
七
名

　

北
筑
後　
　
　
　

百
十
名

　

南
筑
後　
　
　

五
十
七
名

　

筑　
　

豊　
　

五
十
八
名

　

京　
　

築　
　

九
十
二
名

令
和
六
年
八
月
一
日
（
木
）・
二
日

（
金
）
に
ホ
テ
ル
セ
キ
ア
（
玉
名
郡
南

関
町
）
に
お
い
て
地
区
・
郡
・
市
町

村
老
連
事
務
局
長
研
修
会
が
開
催
さ

れ
、
事
務
局
長
等
四
十
一
名
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

演
題
「
老
人
ク
ラ
ブ
の
こ
れ
か
ら
を

　
　
　

考
え
る
～
と
び
う
め
ク
ラ

　
　
　

ブ
の
未
来
と
は
～
」

講
師
：
株
式
会
社
ア
テ
ン
ド
代
表　

　
　
　

取
締
役
社
長　

福
成　

有
美

　

令
和
六
年
十
月
二
十
四
日
（
木
）

か
ら
十
一
月
二
十
六
日
（
火
）
に
わ

た
っ
て
県
内
五
地
区
で
高
齢
者
相
互

支
援
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
会
員
増
強
運
動
会
長
表
彰
の

表
彰
式
の
後
、
福
岡
県
高
齢
者
地
域

包
括
ケ
ア
推
進
課
職
員
に
よ
る
「
高

齢
者
の
福
祉
に
つ
い
て
」
の
講
演
、

県
老
連
事
務
局
よ
り
「
高
齢
者
相
互

支
援
活
動
に
つ
い
て
」
の
説
明
の
後
、

相
互
支
援
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
事
例
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。

○
地
区
別
参
加
者

　

福　

岡　
　

九
十
三
名

　

北
筑
後　
　

百
十
九
名

　

南
筑
後　
　
　

百
八
名

　

筑　

豊　
　

七
十
九
名

　

京　

築　
　

九
十
一
名

市
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

新
任
会
長
研
修
会

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
新
任
会
長

研
修
会

　

地
区
・
郡
・
市
町
村
老
連

　
　
　
　

事
務
局
長
研
修
会

高
齢
者
相
互
支
援
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
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女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

三
大
ス
ポ
ー
ツ
大
会

体
力
測
定
講
習
会

市
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
研
修
会

令
和
六
年
十
月
十
一
日
（
金
） 

に
、

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春
日
市
）
に

お
い
て
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
二
百
十
七
名
が
参
加

し
、
講
演
や
女
性
会
員
に
よ
る
事
例

発
表
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

〇「
認
知
的
フ
レ
イ
ル
の
予
防
と
実
践
」

〇
講
師

　

福
岡
国
際
医
療
福
祉
大
学
医
療
学
部

　

作
業
療
法
学
科
講
師佐

野　

伸
之　

氏

　

令
和
六
年
十
二
月
十
二
日(

木)

～

十
三
日
（
金
） 

に
、
ふ
く
せ
ん
か
（
う

き
は
市
）
に
お
い
て
市
町
村
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
会
長
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、

四
十
八
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
講
演

と
会
員
増
強
運
動
の
取
り
組
み
等
に

つ
い
て
事
例
発
表
な
ど
が
あ
り
、
そ
の

後
県
老
連
事
務
局
か
ら
の
報
告
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

〇
講
演

「
家
族
と
自
分
を
守
る
た
め
に
学　

ぶ
！
犯
罪
者
の
視
点
と
特
殊
詐
欺
の

手
口
」

〇
講
師

　

福
岡
大
学
人
文
学
部
文
化
学
科
教
授　

大
上　

渉　

氏

　

令
和
六
年
九
月
五
日
（
木
）
ク
ロ
ー

バ
ー
プ
ラ
ザ
ア
リ
ー
ナ
棟
体
育
館
に

お
い
て
県
老
連
主
催
の
体
力
測
定
講

習
会
が
開
催
さ
れ
、
各
市
町
村
老
連

か
ら
八
十
九
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

○
講
義

「
高
齢
期
の
運
動
に
よ
る
健
康
づ
く

り
・
介
護
予
防
」

「
高
齢
者
向
け
体
力
測
定
」
安
全
に

実
施
し
、
普
及
す
る
た
め
に

「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
で
仲
間
と

楽
し
く
健
康
づ
く
り
」

○
講
師　

順
天
堂
大
学
名
誉
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　

武
井　

正
子
氏

　
「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
講
習
」
と

「
体
力
測
定
実
技
」
が
武
井
先
生
指
導

の
も
と
、全
老
連
の
研
修
会・セ
ミ
ナ
ー

修
了
者
等
十
八
名
の
ス
タ
ッ
フ
の
協

力
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

福
岡
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催

に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
、
開
催
地

の
老
人
ク
ラ
ブ
の
協
力
の
も
と
、
盛

大
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

令
和
六
年
九
月
二
十
六
日
（
木
）

　
（
岡
垣
町「
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
」）

　

・
参
加
者　

二
百
三
十
一
名

　

・
優　

勝　

岩
澤　

茂
子（

行
橋
市
）

　

・
準
優
勝　

柿
野　

博
明

　
　
　
　
　
　
（
柳
川
市
）

　

・
第
三
位　

臼
井　

秀
一

（
う
き
は
市
）

○
ペ
タ
ン
ク
大
会

令
和
六
年
十
一
月
十
四
日
（
木
）

　
（
小
郡
市
大
崎
「
た
な
ば
た
地
域
運

動
広
場
」）

　

・
参
加　
　

四
十
チ
ー
ム

　

・
優　

勝　

宇
野
垂
水
A（

上
毛
町
）

　

・
準
優
勝　

宇
野
垂
水
B（

上
毛
町
）
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「
広
報
紙
の
作
り
方
」研

修
会

　

令
和
六
年
七
月
二
十
二
日
（
月
）
ク

ロ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
（
春
日
市
）
に
お
い

て
、
各
単
位
ク
ラ
ブ
か
ら
二
十
八
名
が

参
加
し
、
講
演
と
事
例
発
表
及
び
「
紙

面
づ
く
り
初
級
講
座
」
か
ら
な
る
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
単
位
老
人
ク
ラ

ブ
の
広
報
担
当
者
を
中
心
に
広
報
紙

の
作
り
方
等
に
つ
い
て
実
践
的
な
研

修
を
行
う
こ
と
で
、
会
員
増
強
運
動
の

推
進
に
つ
な
げ
よ
う
と
い
う
意
図
を

も
っ
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

〇
講
演

　
「
み
ん
な
が
読
み
た
く
な
る
広
報
紙　

　

の
作
り
方
」

　

～
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
届
く
紙
面
づ
く
り
～

　

講
師　

樺
嶋　

ゆ
き
え　

氏

　
（
広
告
ラ
イ
タ
ー
、
W
e
b
記
事
の　

　

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
等
）

〇
事
例
発
表

　
「
老
人
ク
ラ
ブ
で
の
広
報
紙
発
行
」

　

宗
像
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

大
谷
慶
人
ク
ラ
ブ
会
長　

黒
木　

和
俊　

氏

〇
紙
面
づ
く
り
初
級
講
座

　

初
心
者
を
対
象
と
し
て
、
ワ
ー
ド
に

　

・
第
三
位　

平
野
台
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

（
大
野
城
市
）

　
・
第
三
位　

田
園
南
A
（
遠
賀
町
）

○
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

令
和
六
年
十
月
十
六
日
（
水
）　

　
（
春
日
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　
　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
）

　

・
参
加　
　

二
十
チ
ー
ム

・
優　

勝　

日
吉
台
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

（
古
賀
市
）

　

・
準
優
勝　

大
野
城
市
B

（
大
野
城
市
）

　

・
第
三
位　

江
島　

  （
久
留
米
市
）

▲  ゲートボール大会▲  ペタンク大会▲  グラウンドゴルフ大会

よ
る
テ
キ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
を
使
っ
た

簡
単
な
紙
面
の
レ
イ
ア
ウ
ト
方
法
等

に
つ
い
て
、
県
老
連
ス
タ
ッ
フ
が
解
説

を
行
い
ま
し
た
。
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平
成
九
年
二
月
現
役
生
活
を
終
え
て
、

現
住
所
の
在
る
大
野
城
市
民
と
な
っ
た
の

と
同
時
に
、
民
生
委
員
を
積
極
的
に
引
き

受
け
て
少
し
で
も
早
く
地
域
社
会
に
馴
染

み
、
地
域
の
福
祉
活
動
に
貢
献
し
た
い
も

の
だ
と
思
い
で
当
時
の
「
老
人
会
」
に
入

会
し
た
の
が
六
十
四
歳
で
し
た
か
ら
、
今

か
ら
二
十
七
年
前
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
実
は
、
そ
れ
以
前
（
二
十
年
前
）

に
一
度
こ
の
地
に
春
日
市
か
ら
移
住
し
て

い
ま
し
た
が
、
企
業
戦
士
？
で
地
域
と
は

無
関
係
の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
ま
し
た

か
ら
尚
の
事
、
こ
れ
か
ら
は
地
域
住
民
ら

し
く
溶
け
込
ん
で
行
こ
う
と
心
に
決
め
た

の
で
し
た
。

こ
こ
で
、
ザ
ッ
ク
リ
と
私
の
自
己
紹
介

を
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
八
年
七
月
一
日　

長
野
県
上
水

内
郡
神
郷
村
（
現
長
野
市
豊
野
町
）
で
九

人
兄
弟
の
第
六
子
と
し
て
こ
の
世
に
生
を

受
け
ま
し
た
。

そ
し
て
、
一
歳
半
で
中
国
東
北
部
（
旧

満
州
）
旅
順
市
に
行
き
、
旅
順
第
一
小
学

校
三
年
生
終
了
迄
在
籍
し
、
昭
和
十
八
年

四
月
に
生
ま
れ
故
郷
の
長
野
県
に
戻
り
ま

し
た
。

が
、
い
わ
ゆ
る
引
揚
者
で
無
く
、
従
っ

て
敗
戦
の
悲
惨
な
外
地
生
活
は
経
験
し
て

い
な
い
の
で
す
。

こ
の
旅
順
第
一
小
学
校
と
言
う
の
は
、

日
露
戦
争
で
勝
利
し
た
明
治
三
十
八
年
の

翌
三
十
九
年
に
は
開
校
の
準
備
が
始
ま
っ

令
和
六
年
十
二
月
四
日
（
水
）
ク

ロ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
（
春
日
市
）
に
お

い
て
、
百
七
十
三
名
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

〇
講
演

①	

「
ニ
セ
電
話
詐
欺
及
び
Ｓ
Ｎ

Ｓ
型
投
資
・
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
の
現

状
」

　

講
師　

　

福
岡
県
警
察
本
部

　

生
活
安
全
総
務
課　

警
部
補　

小
村　

隆
大　

氏

　

同　
　
　
　
　
　
　

　

主
任　
　

満
崎　

聡　

氏

②	

「
認
知
症
の
予
防
と
課
題
」

～
健
康
長
寿
社
会
の
実
現
の
た
め
に
～

　

講
師　

九
州
大
学
病
院
看
護
部　

　

認
知
症
看
護
認
定
看
護
師　

立
石　

圭　

氏

「
健
康
を
進
め
る
運
動
」

推
進
研
修
会

地
区
地
区
か
ら
の

か
ら
の
発
信
発
信

福 

岡 

地 

区

老
人
会
か
ら
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
へ

婦
人
部
か
ら
、
女
性
部
へ

大
野
城
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

平
和
台
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
平
寿
会

�

会
　
長　

中
山
　
貢
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て
い
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
時
の

政
府
が
い
か
に
満
州
開
発
を
重
視
し
て
い

た
か
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

私
達
、
昭
和
八
年
生
ま
れ
は
、「
シ
ョ

ウ
ハ
チ
ウ
マ
レ
」
と
言
わ
れ
て
特
異
な
性

格
を
有
す
る
集
団
だ
と
も
よ
く
言
わ
れ
た

り
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
根
拠
の
一
つ
が
、

終
戦
六
年
生
と
も
呼
ば
れ
、
小
学
校
義
務

教
育
が
六
年
生
で
終
了
と
言
う
時
代
の
最

後
の
卒
業
生
と
な
っ
た
こ
と
で
、
六
、三
、

三
、
と
呼
ば
れ
た
新
学
制
と
は
無
縁
？
な

仲
間
で
、
こ
こ
で
学
生
生
活
に
別
れ
を
告

げ
て
実
社
会
へ
（
家
計
を
助
け
る
た
め
の

者
が
そ
の
大
半
だ
っ
た
と
推
測
し
て
い
ま

す
）
と
出
て
行
き
ま
し
た
。

な
の
で
、
旧
制
中
学
生
や
女
学
校
、

更
に
新
制
中
学
へ
と
進
ん
だ
者
達
で
も
、

義
務
教
育
の
枠
外
と
い
う
こ
と
と
な
っ

て
、
一
種
中
途
半
端
な
学
生
生
活
の
谷
間

人
種
か
ら
も—

—
—

昭
和
八
年
生
ま
れ

は—
—

—

と
い
わ
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。そ

れ
で
も
高
校
は
卒
業
し
、
大
学
は

入
試
に
失
敗
実
社
会
へ
と
就
職
を
し
た
の

が
、
東
京
に
本
社
の
在
る
株
式
会
社
明
治

屋
と
言
う
、
業
態
説
明
の
し
に
く
い
、
実

に
多
種
に
亘
る
会
社
で
、
全
国
に
十
七

支
店
と
六
十
の
営
業
所
を
有
し
、
キ
リ
ン

ビ
ー
ル
の
大
株
主
で
経
営
陣
も
同
一
人
物

が
多
く
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
東
京
本
社
か
ら
、
福
岡
、
熊
本
、

再
び
福
岡
、
大
分
、
北
九
州
、
福
井
、
広

島
と
場
所
長
を
務
め
て
、
最
終
的
に
大
野

城
市
の
住
民
と
な
り
、
最
初
に
ご
報
告
し

た
よ
う
な
訳
で
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
一
員

と
し
て
今
日
に
至
っ
た
よ
う
な
訳
で
あ
り

ま
す
。

入
会
当
時
の
名
称
「
老
人
会
」
を
時
代

に
合
っ
た
と
い
い
ま
す
か
、
先
取
り
す
る

よ
う
な
形
で
、「
改
称
し
よ
う
」
と
当
時

の
大
先
輩
の
小
川
淳
二
さ
ん
か
ら
の
提
案

で
「
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
に
し
ま
し
ょ
う
と

い
う
事
で
し
た
が
、
当
時
の
連
合
会
役
員

や
理
事
で
賛
同
し
た
者
は
私
の
他
に
二
〜

三
人
位
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

永
年
親
し
ん
で
来
た
呼
称
で
あ
り
、

我
々
は
老
人
の
集
団
な
ん
だ
か
ら
別
に
改

称
な
ん
か
す
る
必
要
も
無
い
、
県
連
も

全
国
連
も
「
老
人
会
」
だ
し
、「
シ
ニ
ア
」

は
「
死
に
あ
」
か
と
言
う
人
も
多
か
っ
た

の
で
す
。

そ
れ
で
も
小
川
淳
二
さ
ん
の
熱
意
は

高
ま
り
こ
そ
す
れ
、
お
と
ろ
え
る
こ
と
も

な
く
、
大
正
一
四
年
生
ま
れ
の
熱
意
、
広

島
の
被
爆
者
で
も
あ
る
彼
は
、「
シ
ニ
ア
」

ど
こ
ろ
か
「
ジ
ュ
ニ
ア
」
の
如
き
情
熱
で

役
員
、
理
事
ら
を
鼓
舞
教
育
し
、
こ
れ

か
の
会
員
増
強
に
は
「
老
人
会
」
で
は
ダ

メ
だ
ぁ
ー
と
近
隣
の
ク
ラ
ブ
に
も
声
を
か

け
、
遂
に
平
成
一
七
年
四
月
に
「
大
野
城

市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
を
誕
生
さ
せ
、
同
時

に
「
婦
人
部
」
と
称
し
て
い
た
女
性
中
心

の
会
を
「
女
性
部
」
と
改
称
し
た
の
も
、

今
日
の
目
で
見
て
も
ま
さ
に
「
先
見
の
眼

あ
り
」
と
言
え
る
も
の
で
し
た
。

周
辺
で
は
、
旧
筑
紫
群
四
市
一
町
が

相
次
い
で
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
と
な
り
、糸
島
、

宗
像
方
面
へ
と
拡
が
っ
て
行
き
ま
し
た

が
、
ま
だ
ま
だ
福
岡
県
を
は
じ
め
そ
れ
程

多
く
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

と
、
推
測
し
て
お
り
ま
す
。

名
称
は
と
も
か
く
、
会
員
の
絶
対
数
の

こ
と
や
、
年
齢
が
上
が
り
っ
放
し
と
い
っ

た
或
る
意
味
（
質
の
低
下
）
と
も
い
え
る

活
動
出
来
る
人
が
減
っ
た
の
は
、
全
国
的

に
も
い
え
る
日
本
の
高
齢
者
社
会
の
中

心
で
の
人
口
構
成
の
課
題
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
づ
れ
に
し
ま
し
て
も
、
か
つ
て
は

戦
後
の
復
興
、
復
旧
に
多
大
な
貢
献
を
し

た
年
代
層
と
し
て
評
価
を
受
け
た
大
正
、

昭
和
の
一
ケ
タ
時
代
人
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
地
域
社
会
の
相
互
福
祉
活
動
の
中

心
で
あ
り
た
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

私
が
所
属
す
る
矢
部
村
に
つ
い
て

紹
介
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
少
子
高
齢

化
が
進
み
、
高
齢
化
率
は
高
い
地
域

（
五
十
五
％
）
で
す
が
、
良
い
所
も
沢
山

あ
り
ま
す
。
春
は
日
向
神
ダ
ム
周
辺
の
千

本
桜
、
秋
に
は
里
山
に
赤
や
黄
色
の
紅
葉

が
情
緒
を
豊
か
に
し
、
珍
し
い
形
を
し
た

ハ
ー
ト
岩
や
蹴
洞
岩
、
石
楠
花
、
ツ
ツ
ジ

の
花
、
等
が
咲
き
誇
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

歴
史
と
文
化
の
村
で
も
あ
り
伝
統
を
継
承

す
る
。

今
回
は
、
①
八
女
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会
矢
部
支
部　

②
単
位
ク
ラ
ブ
福
寿
会　

③
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ（
お
達
者
ク
ラ
ブ
）

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

北
筑
後
地
区

人
生
百
年
時
代
を
健
康
で

い
き
い
き
、キ
ラ
キ
ラ
と
生
き
る

八
女
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

矢
部
支
部
長　

石
川
　
高
幸
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〈
こ
の
国
の
品
格
〉

闇
サ
イ
ト
？　

最
近
よ
く
耳
に
す
る

言
葉
だ
。
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
が
日
常
生

活
の
中
に
定
着
す
る
よ
う
に
な
っ
て
新
し

い
カ
タ
カ
ナ
言
葉
が
あ
ふ
れ
出
し
た
。
と

て
も
つ
い
て
い
け
な
い
。
君
の
時
代
は
も

う
終
わ
っ
た
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
無
理

に
追
い
か
け
な
い
こ
と
に
し
た
。

だ
が
、
こ
の
闇
サ
イ
ト
の
後
に
続
く
内

容
が
高
齢
者
を
食
い
物
に
し
て
い
る
よ
う

で
聞
き
捨
て
な
ら
な
い
。
ス
マ
ホ
を
開
い

て
み
た
「
犯
罪
な
ど
の
違
法
行
為
の
勧
誘

を
主
目
的
と
し
て
い
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

総
称
を
示
す
マ
ス
コ
ミ
の
造
語
で
あ
る
」

と
あ
る
。

オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
場
合
も
タ
ー
ゲ
ッ

ト
は
高
齢
者
だ
。
共
通
し
て
い
る
の
は
悪

知
恵
の
塊
の
よ
う
な
黒
幕
は
姿
を
見
せ
な

①　

八
女
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

矢
部
支
部　

単
位
ク
ラ
ブ
十
二
、
会
員
数

三
百
三
十
五
名

☆
理
念
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
メ
イ
ン
テ
ー

マ
「
伸
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、担
お
う
！

地
域
づ
く
り
を
」
を
指
標
に
「
健
康
、
友

愛
、
奉
仕
」
の
三
大
運
動
の
目
標
を
活
動

の
柱
と
し
て
次
の
よ
う
に
行
動
す
る
。
①

地
域
の
高
齢
者
福
祉
大
会
の
参
加
②
健
康

体
操
、
ス
ポ
ー
ツ
の
実
施
③
イ
ベ
ン
ト
、

芸
能
大
会
の
参
加
、
実
施
④
各
種
研
修
会

の
参
加
⑤
新
規
会
員
の
加
入
促
進
活
動
な

ど
。☆

主
な
活
動　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
、ペ
タ
ン
ク
大
会
、地
域
奉
仕
活
動
。

友
愛
訪
問
活
動
、い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動
、

各
種
研
修
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
・
研
修

旅
行
等
。

【
関
連
事
業
】

〇
愛
の
一
声
運
動　

〇
社
会
奉
仕
活
動

②　

単
位
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
福
寿
会

　
　
（
会
員
数
三
十
三
名
）

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
加
入
率
は
高
く
、

六
十
五
歳
以
上
の
ほ
と
ん
ど
が
加
入
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
活
動
す
る
に
は
ま
だ
仕

事
を
し
て
い
る
、
七
十
歳
か
ら
参
加
し
よ

う
と
思
っ
て
い
る
等
と
言
わ
れ
る
方
が
一

割
程
度
い
ま
す
。
毎
年
、
六
十
五
歳
以
上

の
方
に
は
五
月
を
新
規
加
入
促
進
月
間
と

し
て
、
総
会
資
料
や
老
人
（
シ
ニ
ア
）
ク

ラ
ブ
へ
の
お
誘
い
を
持
っ
て
訪
問
し
、
地

域
の
絆
の
大
切
さ
や
安
否
確
認
・
友
愛
訪

問
の
依
頼
な
ど
、「
み
ん
な
で
人
生
百
年

時
代
を
元
気
で
明
る
く
楽
し
く
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。」
な
ど
と
新
規
加
入
促
進
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

毎
月
一
～
二
回
程
度
老
人
会
を
地
域

の
公
民
館
で
実
施
。

☆
活
動
内
容　

〇
い
き
い
き
サ
ロ
ン

活
動
事
業
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
講
師
派

遣
事
業
四
回
、
サ
ロ
ン
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
杣
の
会
に
よ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

や
、
地
域
の
消
防
署
・
駐
在
所
に
よ
る
講

話
、
八
女
市
の
介
護
予
防
事
業
、
健
康
体

操
、
脳
ト
レ
、
茶
話
会
等
、
毎
月
二
十
日

に
実
施
し
て
い
る
。
情
報
交
換
、
栄
養
指

導
、
口
腔
ケ
ア
―
、
認
知
症
予
防
な
ど
勉

強
に
な
る
と
好
評
で
す
。
参
加
者
（
十
六

〜
十
七
名
）

〇
単
位
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
福
寿
会
と
し
て
、

敬
老
会
・
日
帰
り
温
泉
旅
行
・
地
域
の
草

刈
り・空
き
缶
、
ゴ
ミ
拾
い
の
奉
仕
活
動・

ふ
れ
あ
い
田
ん
ぼ
（
保
育
園
年
長
組
、
小

学
一・二
年
生
、
高
齢
者
に
よ
る
田
植
え
・

稲
刈
り
の
世
代
間
伝
承
・
交
流
事
業
・
新

年
会
・
忘
年
会
な
ど
。
交
通
手
段
が
な
い

方
は
送
迎
し
、
老
人
会
に
来
る
の
が
楽
し

み
と
参
加
さ
れ
る
。

③　

自
主
活
動
グ
ル
ー
プ

（
お
達
者
ク
ラ
ブ
）
十
一
名

・毎
月
第
一・三
木
曜
日
に
実
施（
第
二・

四
木
曜
日
は
健
康
事
業
お
元
気
ク
ラ
ブ
に

参
加
）

☆
活
動
内
容　

体
操・脳
ト
レ・ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
花
見
な
ど
。

健
康
意
識
が
高
く
、
体
を
動
か
す
の
が

大
好
き
な
メ
ン
バ
ー
で
、
一
人
暮
ら
し
の

方
も
多
く
、
家
で
テ
レ
ビ
ば
か
り
見
て
い

る
と
足
腰
が
弱
る・認
知
症
に
な
る
等
と
、

高
齢
者
大
学
・
サ
ロ
ン
支
援
杣
の
会
・
フ

レ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
な
ど
、
活
発
に
活
動
し
忙
し
い
毎
日

を
送
っ
て
い
る
。

自
分
た
ち
の
健
康
維
持
の
た
め
に
と

始
め
た
お
達
者
ク
ラ
ブ
だ
が
、
最
近
メ
ン

バ
ー
の
意
識
に
変
化
が
あ
り
、
人
の
た
め

に
何
か
で
き
な
い
か
と
の
意
識
が
強
く
な

る
。
例
え
ば
、
Ａ
さ
ん
最
近
は
外
に
出

な
い
か
ら
お
達
者
ク
ラ
ブ
に
誘
い
外
出
を

促
し
ま
し
ょ
う
、
Ｂ
さ
ん
家
族
の
介
護
で

疲
れ
て
い
る
様
子
だ
か
ら
、
ス
ト
レ
ス
解

消
に
花
見
な
ど
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
ま

し
ょ
う
。
外
出
で
き
な
い
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
に
は
、
訪
問
し
話
し
相
手
に
な
っ

た
り
送
り
迎
え
を
し
た
り
と
大
変
。
明
る

く
、
優
し
く
他
人
を
思
い
や
る
集
団
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

「
ま
だ
、
ま
だ
人
生
こ
れ
か
ら
だ
」
と

人
生
百
年
を
目
指
し
て
、
皆
さ
ん
と
一
緒

に
、
い
き
い
き
、
キ
ラ
キ
ラ
と
人
生
を
楽

し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

南
筑
後
地
区

時
が
う
つ
れ
ば

大
牟
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
　
長　

小
野
　
晃
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い
。
日
給
十
万
円
の
エ
サ
で
兵
隊
を
吊
り

上
げ
戦
場
に
送
り
込
む
。
今
日
を
生
き
る

た
め
に
十
万
円
に
手
を
出
す
若
者
が
い

る
。
兵
隊
は
い
つ
の
世
も
消
耗
品
で
し
か

な
い
。
闇
サ
イ
ト
社
会
が
出
現
す
る
背
景

に
モ
リ
カ
ケ
忖
度
お
友
達
政
治
、
公
文

書
改
竄
嘘
八
百
答
弁
、
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
裏

金
猫
バ
バ
政
治
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
な

い
。
人
に
人
格
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
、
こ

の
国
を
高
齢
者
の
眼
で
五
段
階
評
価
を
す

れ
ば
二
か
ら
一
に
転
落
寸
前
と
い
う
と
こ

ろ
だ
ろ
う
か
。

政
治
の
貧
困
こ
こ
に
究
ま
れ
り
だ
。

〈
独
居
老
人
訪
問
〉

政
治
の
貧
困
は
い
ろ
ん
な
形
で
私
た

ち
の
日
常
に
害
毒
を
及
ぼ
す
。
今
年
も
駛

馬
小
、
宮
原
中
で
は
一
人
暮
ら
し
老
人
宅

訪
問
活
動
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
こ
の
数

年
異
変
が
起
き
て
い
る
。
例
年
楽
し
み
に

し
て
い
た
山
田
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
訪
問
対

象
か
ら
外
し
て
く
れ
と
言
っ
て
い
る
ら
し

い
。
民
生
委
員
さ
ん
が
飛
ん
で
行
っ
た
。

「
子
供
た
ち
の
訪
問
は
う
れ
し
い
が
、
一

人
暮
ら
し
を
世
間
に
知
ら
せ
る
よ
う
な
も

の
。
泥
棒
に
狙
わ
れ
る
の
が
怖
い
」
と
の

こ
と
。
子
供
た
ち
に
は
会
い
た
い
が
、
彼

女
に
と
っ
て
一
人
で
生
き
抜
く
た
め
の
自

衛
策
な
の
で
あ
る
。

学
校
週
五
日
制
は
平
成
十
四
年
に
ス

タ
ー
ト
し
た
が
そ
の
数
年
前
か
ら
月
に
一

度
そ
し
て
隔
週
土
曜
日
と
試
行
期
間
が

あ
っ
た
。
そ
の
モ
デ
ル
校
に
駛
馬
南
小

（
当
時
）
が
指
定
さ
れ
た
。
内
野
耕
司
校

長
が
西
山
忠
美
会
長
（
駛
馬
校
区
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
）
を
訪
ね
て
「
土
曜
日
が
急

に
休
み
に
な
っ
た
ら
子
供
た
ち
の
居
場
所

や
時
間
の
使
い
方
に
戸
惑
う
だ
ろ
う
。
知

恵
を
貸
し
て
く
れ
」
と
球
を
投
げ
た
。
そ

の
結
果
、
お
宮
や
公
園
の
合
同
清
掃
と
老

人
ク
ラ
ブ
の
友
愛
訪
問
活
動
と
の
コ
ラ
ボ

で
独
居
老
人
宅
訪
問
が
始
ま
っ
た
の
だ
っ

た
。
今
日
で
は
総
合
的
な
学
習
時
間
に
企

画
さ
れ
福
祉
学
習
の
一
環
と
し
て
認
知
症

に
つ
い
て
学
ん
だ
り
福
祉
施
設
と
の
オ
ン

ラ
イ
ン
交
流
に
発
展
し
て
い
る
。
巣
立
っ

て
い
っ
た
子
供
か
ら
届
い
た
年
賀
状
を
自

慢
げ
に
見
せ
て
く
れ
た
那
須
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
笑
顔
。
こ
の
笑
顔
こ
そ
が“

ま
ち
づ

く
り
の
原
点
だ〝 

と
確
信
し
た
も
の
だ
。

高
齢
者
の
実
態
調
査
に
走
り
回
る
民
生
委

員
さ
ん
、先
生
方
、子
供
た
ち
と
の
協
議
。

老
人
ク
ラ
ブ
も
し
ゃ
し
ゃ
り
出
て
案
内
に

立
つ
、
地
域
社
会
と
一
体
と
な
っ
て
今
が

あ
る
。
グ
レ
シ
ャ
ム
の
法
則
が
頭
を
か
す

め
た
。
闇
サ
イ
ト
の
脅
威
で
「
う
ち
は
除

外
し
て
」
の
声
が
大
き
く
な
れ
ば
こ
の
企

画
は
吹
っ
飛
ぶ
だ
ろ
う
。
時
代
の
流
れ
は

時
に
し
て
非
情
だ
。
私
た
ち
の
文
化
や
常

識
さ
え
も
断
り
も
な
し
に
変
え
た
り
奪
っ

て
い
く
。
で
も
絶
対
に
譲
れ
な
い
も
の
が

あ
る
は
ず
だ
。
子
供
た
ち
の
学
習
権
と
あ

の
那
須
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
だ
。

〈
駛
馬
マ
ル
キ
ョ
ウ
が
な
く
な
る
〉

駛
馬
校
区
の
桜
町
に
居
を
構
え
た
の

は
昭
和
四
十
七
年
の
秋
だ
っ
た
。
個
人
商

店
の
八
百
屋
、
魚
屋
、
精
肉
店
、
酒
屋
、

居
酒
屋
も
あ
っ
た
が
見
事
に
な
く
な
っ

た
。
い
つ
の
こ
ろ
か
は
定
か
で
は
な
い
が

駛
馬
に
小
型
ス
ー
パ
ー“

マ
ル
キ
ョ
ウ〝 

が
開
店
し
て
高
齢
者
の
台
所
を
守
っ
て
き

た
。
八
年
ほ
ど
前
大
型
の
マ
ル
キ
ョ
ウ
大

牟
田
店
が
船
津
に
開
店
し
た
。
駛
馬
マ
ル

キ
ョ
ウ
閉
店
の
噂
が
流
れ
そ
の
た
び
に
高

齢
者
の
反
対
の
声
で
・
・
・
が
も
う
限
界

な
ん
だ
ろ
う
か
。

九
時
三
十
分
、開
店
前
に
行
っ
て
み
た
。

手
押
し
車
の
ご
老
人
、
エ
プ
ロ
ン
か
け
の

お
ば
さ
ん
た
ち
が
数
名
開
店
を
待
っ
て
い

る
。水
曜
日
は
お
一
人
様
一
パ
ッ
ク
限
定
、

卵
の
安
売
り
の
日
だ
。隣
の
爺
さ
ん
に「
閉

め
る
ん
だ
っ
て
？
」「
俺
は
ま
だ
車
が
あ

る
け
ん
。
隣
の
ば
あ
さ
ん
は
手
押
し
車
で

勝
立
の
M
r
・
マ
ッ
ク
ス
ま
で
行
き
き

ら
ん
言
う
て
泣
き
よ
ら
す
」
時
が
移
っ
て

も
資
本
の
論
理
に
は
歯
が
立
た
ぬ
。

〈
一
人
ぼ
っ
ち
個
化
社
会
の
到
来
〉

三
年
前
桜
町
と
沖
田
町
で
高
齢
女

性
の
孤
独
死
を
発
見
。
孤
独
死
は
も
う

ニ
ュ
ー
ス
に
も
な
ら
な
い
。
二
年
前
の
七

月
六
日
大
牟
田
大
洪
水
で
は
二
人
の
高
齢

者
が
逃
げ
遅
れ
死
で
無
念
の
最
後
を
。
今

年
八
月
三
日　

友
人
か
ら
天
領
橋
付
近

で
一
人
ぼ
っ
ち
高
齢
女
性
の
投
身
自
殺
が

あ
っ
た
と
い
う
電
話
を
も
ら
っ
た
。
何
が

原
因
か
予
防
策
は
な
い
も
の
か
と
消
防
と

警
察
に
取
材
に
行
っ
た
が
、
個
人
情
報
保

護
を
理
由
に
教
え
て
く
れ
な
か
っ
た
。
国

は
先
の
国
勢
調
査
結
果
を
公
表
し
た
が

二
十
五
年
先
の
二
千
五
十
年
に
は
高
齢

川
崎
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
は

十
八
ク
ラ
ブ
、
会
員
数
五
百
二
十
九
名
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
活
動
は
五
月
の
総

会
に
始
ま
り
、
年
二
回
の
健
康
づ
く
り
教

室
、
運
動
会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大

会
、
日
帰
り
バ
ス
ハ
イ
ク
、
年
明
け
の
三

社
参
り
を
活
動
の
柱
に
し
て
、
運
営
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
一
番
盛
り
上
が
る

筑
豊
地
区

川
崎
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
と

我
が
ク
ラ
ブ
の
活
動

川
崎
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

原
方
樹
心
ク
ラ
ブ

�

会
　
長　

手
嶋
　
秀
昭

単
身
者
が
二
十・六
％
を
占
め
る
と
い
う
。

わ
が
大
牟
田
は
現
時
点
で
二
十
七・
七
％

な
の
だ
。

市
役
所・消
防・警
察・包
括
セ
ン
タ
ー・

校
区
ま
ち
協・サ
事
協
が
輪
に
な
っ
て『
一

人
ぼ
っ
ち
S
O
S　

1
1
0
番
』
を
新

設
し
よ
う
。
安
ら
ぎ
の
日
々
を
！！
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の
が
運
動
会
の
開
催
で
す
。

昨
年
か
ら
午
前
中
に
短
縮
し
て
開
催

を
し
て
い
ま
す
。
運
動
会
は
多
く
の
皆
さ

ん
の
御
協
力
な
く
し
て
開
催
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
川
崎
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
な

ど
六
団
体
三
十
七
名
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の

皆
さ
ん
の
協
力
を
頂
い
て
取
り
組
み
を
進

め
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
玉
入
れ
や

ボ
ー
ル
運
び
、風
船
は
こ
び
等
十
種
目
で
、

趣
向
を
凝
ら
し
た
競
技
に
選
手
も
応
援
団

も
一
体
的
に
一
喜
一
憂
で
大
い
に
盛
り
上

が
り
、
参
加
者
総
勢
百
九
十
七
名
み
ん
な

が
楽
し
み
、
十
分
満
足
し
た
運
動
会
と
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

も
う
一
つ
の
大
き
な
行
事
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
も
、
今
年
も
十
一
月

十
九
日
開
催
予
定
で
す
で
に
、
百
二
十
八

名
の
選
手
が
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
て
お
り
、

に
ぎ
や
か
な
大
会
に
な
る
で
し
ょ
う
。　
　

私
は
川
崎
町
田
原
の
原
方
地
区
に
住

ん
で
い
ま
す
の
で
、
ク
ラ
ブ
の
名
称
は
原

方
樹
心
ク
ラ
ブ
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
全
体

で
三
十
一
戸
の
小
さ
い
農
村
集
落
で
ク
ラ

ブ
の
会
員
数
は
総
勢
三
十
三
名
で
す
。
ク

ラ
ブ
の
活
動
に
は
み
ん
な
が
協
力
的
で
、

良
く
活
動
に
参
加
し
て
く
れ
ま
す
。
地
元

の
公
民
館
の
敷
地
に
隣
接
す
る
会
員
所
有

の
畑
を
無
償
で
提
供
し
て
も
ら
い
、
そ
の

土
地
を
会
員
み
ん
な
で
造
成
し
た
手
作
り

の
、
六
ホ
ー
ル
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

場
で
、
毎
週
日
曜
日
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
毎
週

水
、
金
の
二
日
間
は
、
当
初
町
が
進
め
て

く
れ
た
、
公
民
館
健
康
教
室
の
取
り
組
み

を
今
で
は
、
D
V
D
を
使
っ
て
自
主
的

に
運
営
し
て
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
を

し
て
い
ま
す
。
又
年
一
回
の
我
が
ク
ラ
ブ

独
自
の
日
帰
り
バ
ス
ハ
イ
ク
も
、
い
つ
も

多
く
の
参
加
を
得
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

三
年
前
の
二
十
二
年
に
、
町
内
の
フ
ラ
ン

ス
料
理
店
に
相
談
し
て
、
地
元
の
公
民
館

に
出
張
し
て
も
ら
っ
て
料
理
を
作
っ
て
欲

し
い
と
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
わ
ざ
わ
ざ
厨

房
を
見
に
来
て
く
れ
、
こ
れ
な
ら
出
来
る

と
言
っ
て
く
れ
、
そ
の
場
で
二
月
の
実
施

を
決
め
て
く
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
食

事
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
ア
マ

チ
ュ
ア
落
語
全
国
大
会
で
二
位
に
な
っ

た
、
川
崎
町
在
住
の
「
川
崎
亭
好
調
」
さ

ん
に
依
頼
し
、
更
に
主
婦
の
グ
ル
ー
プ

四
人
で
、
趣
味
の
音
楽
演
奏
を
続
け
る

「
４
４
０
ヘ
ル
ツ
」
の
代
表
の
方
に
も
相

談
す
る
と
、
双
方
と
も
快
く
O
K
し
て

く
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
開
催
し
た
新
年

食
事
会
は
、
会
員
全
員
が
参
加
す
る
盛
況

で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
参
加
し
た
皆
さ

ん
に
も
大
変
喜
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
昨

年
は
に
ぎ
り
寿
司
、
今
年
は
中
華
料
理
で

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
、
会
員
の
結
束

は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
会
員
相
互
の
団
結
を
強
化
し
会
員

の
フ
レ
イ
ル
予
防
と
健
康
増
進
、
高
齢
者

で
も
で
き
る
、
地
域
貢
献
を
進
め
、
会
員

が
少
し
で
も
元
気
で
長
生
き
、
ぴ
ん
ぴ

ん
コ
ロ
リ
を
目
標
に
頑
張
っ
て
行
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

京
築
地
区

築
上
町
老
連
の
活
動
状
況
に
つ
い
て

築
上
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
　
長　

西
畑
　
イ
ツ
ミ

平
成
一
八
年
一
月
椎
田
町
と
築
城
町

が
合
併
し
て
築
上
町
と
な
り
ま
し
た
。

合
併
と
同
時
に
築
上
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
を
発
足
致
し
ま
し
た
。
椎
田
支

部
・
築
城
支
部
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
定
期

的
に
合
同
会
議
を
開
き
事
業
計
画
等
話

あ
っ
て
き
ま
し
た
。
令
和
四
年
三
月
に

支
部
を
廃
止
し
統
合
、
現
在
（
令
和
六

年
四
月
一
日
）
の
ク
ラ
ブ
数
二
四
ク
ラ

ブ
、
会
員
数
は
男
性
三
八
六
人　

女
性

五
七
四
人　

計
九
六
〇
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。

築
上
町
役
場
に
提
出
す
る
補
助
金
の

申
請
・
実
績
報
告
書
の
記
入
が
煩
わ
し

い
、
も
っ
と
簡
素
化
で
き
な
い
も
の
か

の
声
で
、
補
助
金
申
請
・
報
告
書
の
記

人
を
統
一
す
る
事
と
い
た
し
ま
し
た
。

単
位
ク
ラ
ブ
か
ら
は
、
育
成
事
業
等
補

助
金
収
支
報
告
書
A
︱
四
用
紙
一
枚
と

領
収
書
の
写
し
の
み
の
提
出
と
し
ま
し

た
。年

二
回
の
全
体
協
議
会
の
中
で
報
告

書
類
の
記
入
方
法
を
説
明
し
、
理
解
を

得
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

以
外
の
申
請
・
報
告
書
類
は
全
て
事
務

局
で
作
成
し
役
場
に
提
出
し
て
い
ま
す
。

毎
月
一
回
理
事
会
を
開
催
し
、
経
過
報

告
や
今
後
の
事
業
計
画
の
説
明
・
県
老

連
や
京
築
老
連
の
行
事
等
の
参
加
に
つ

い
て
話
あ
っ
て
い
ま
す
。

会
長
に
な
る
人
が
い
な
い
と
の
理

由
で
、
ク
ラ
ブ
数
が
年
々
減
少
し
現
在

二
四
ク
ラ
ブ
と
な
り
ま
し
た
。
会
員
数

も
減
少
す
る
中
で
、
令
和
六
年
度
は
上

築
城
老
人
ク
ラ
ブ
一
三
人
と
水
原
長
寿

会
老
人
ク
ク
ラ
ブ
四
人
の
会
員
増
強
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
毎
回
会
議

の
中
で
会
員
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
の
、

お
願
い
の
声
を
上
げ
続
け
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
大
ス
ポ
ー
ツ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
は
、
春
秋
年
二
回
開
催
し
そ

の
都
度
ス
コ
ア
ー
カ
ー
ド
の
番
号
札
を
、

お
楽
し
み
く
じ
の
く
じ
番
号
と
し
て
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
成
績
計
算
を
す

る
時
に
抽
選
会
を
行
い
二
〇
人
に
賞
品

が
渡
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
抽

選
会
は
参
加
者
が
本
当
に
喜
ん
で
く
れ

て
い
ま
す
。

ペ
タ
ン
ク
大
会
の
参
加
者
が
、
高
齢

化
し
て
チ
ー
ム
編
成
が
難
し
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
三
人
で
一
チ
ー
ム
と
す
る
、
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「
青
葉
会
」
は
青
葉
と
い
う
言
葉
で

若
者
を
感
じ
ま
す
が
、
福
岡
県
宗
像

市
青
葉
台
二
丁
目
の
高
齢
者
の
会
で

地
名
か
ら
名
付
け
た
名
前
で
す
。
発

足
を
述
べ
ま
す
と
数
人
の
高
齢
者
が

自
主
的
に
集
ま
っ
て
「
高
齢
者
も
若

い
者
に
お
ん
ぶ
さ
れ
る
ば
か
り
で
は

な
く
、
出
来
る
事
を
し
て
自
治
会
に

協
力
し
よ
う
」
と
発
足
し
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。
今
か
ら
二
十
五
年
前
の

平
成
十
一
年
九
月
発
足
。
会
員
相
互

の
親
睦
と
健
康
維
持
を
目
的
と
す
る
。

「
本
会
は
青
葉
台
二
丁
目
自
治
会
に
属

し
、
自
治
会
の
指
示
に
従
い
、
行
事

等
に
積
極
的
に
参
加
し
て
青
葉
台
の

発
展
に
寄
与
す
る
」
と
あ
り
ま
す
。

　

私
が
会
長
と
な
っ
た
二
千
十
八

年
頃
も
会
員
減
少
の
傾
向
は
み
ら
れ

た
の
で
青
葉
会
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
毎
月
「
青
葉
会
だ
よ
り
」
を
出

し
て
宣
伝
に
努
め
ま
し
た
。
し
か
し

コ
ロ
ナ
で
事
態
が
さ
ら
に
悪
化
し
て

二
千
二
十
一
年
に
は
一
時
三
人
ま
で

減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
で
は

会
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
た
の
で
、
会

費
の
い
る
会
員
制
を
廃
止
し
て
町
内

の
六
十
歳
以
上
は
皆
が
会
員
と
し
ま

し
た
。
会
費
は
無
料
、
参
加
は
自
由

と
会
則
を
変
え
ま
し
た
。
会
員
は
三

名
で
す
の
で
満
場
一
致
で
決
ま
り
ま

し
た
。
事
実
上
青
葉
会
の
解
散
で
す
。

し
か
し
解
散
を
憂
う
人
々
が
な
ん
と

な
く
集
ま
り
、
会
員
の
増
加
を
計
り

ま
し
た
。

　

会
員
増
強
の
シ
ナ
リ
オ
は
天
岩

戸
の
伝
説
に
ち
な
み
、
わ
れ
わ
れ
自

身
が
楽
し
く
そ
し
て
幸
せ
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
青
葉
会
は
面
白
そ
う

だ
と
感
ず
れ
ば
自
ず
と
興
味
を
持
っ

て
自
ら
参
加
し
て
く
る
。
そ
こ
で
ど

う
す
れ
ば
楽
し
く
や
れ
る
か
を
考
え
、

新
年
会
、
誕
生
祝
、
グ
ラ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
等
々
出
来
る
だ
け
多
く
の
事
を

し
て
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら

は
全
て
青
葉
台
の
運
動
場
や
公
民
館

で
や
れ
ま
す
の
で
、
費
用
の
負
担
も

少
な
く
て
す
み
ま
す
。
そ
し
て
「
出

来
る
人
が
出
来
る
時
に
出
来
る
事
を

や
ろ
う
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
や
っ
て
き

ま
し
た
。
時
に
は
誤
解
を
生
じ
る
事

も
あ
り
ま
し
た
が
、
自
由
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
お
か
げ
で
か
な
り

楽
し
く
や
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
見
た
人
た
ち
が
興
味
を
示
し

集
ま
っ
て
六
名
が
加
入
し
て
く
れ
ま

し
た
。
お
か
げ
で
百
二
十
％
の
増
加

と
な
り
、
今
日
の
表
彰
を
受
け
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
増
加
し
た
の
は
た
っ

た
六
人
で
す
。
表
彰
に
値
す
る
と
は

思
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
が
正
念
場

と
思
っ
て
い
ま
す
。私
は
会
長
に
な
っ

て
「
青
葉
会
だ
よ
り
」
を
六
年
間
書

い
て
回
覧
し
て
き
ま
し
た
が
、
し
ょ

会
員
増
強
運
動

会
員
増
強
運
動

宗
像
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
　

自
由
が
丘
支
部
・
青
葉
会

�

会
　
長　

田
中
　
博
喜

青
葉
会
の
会
員
増
強
へ
の

取
り
組
み

ま
た
女
性
を
一
名
人
れ
る
、
入
れ
な
い

等
も
含
め
て
来
春
の
定
期
総
会
に
提
案

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
参
加
者
が
減
り
三

チ
ー
ム
一
五
人
が
や
っ
と
の
状
況
で
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
・
ペ
タ
ン
ク

大
会
の
日
程
を
決
め
る
の
に
、
天
候
の

判
断
が
一
番
難
し
く
予
備
日
の
決
め
方

の
工
夫
が
必
要
だ
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

料
理
教
室
は
年
三
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
築
上
町
の
指
導
に
よ
る
減
塩

メ
ニ
ュ
ー
を
、
各
地
区
で
取
り
組
み
ま

し
た
。

一
回
一
五
人
で
五
地
区
の
三
回
で

二
二
五
人
の
参
加
と
な
り
ま
す
。
と
て

も
毎
回
好
評
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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会
員
の
退
会
者
の
増
加
や
高
齢
化

等
の
理
由
に
よ
り
、
平
成
二
十
年
度

か
ら
活
動
を
し
ば
ら
く
休
止
し
て
い

ま
し
た
。
自
治
会
で
年
二
回
実
施
さ

れ
る
全
市
一
斉
環
境
美
化
ク
リ
ー
ン

デ
ィ
に
参
加
さ
れ
る
方
々
の
中
か
ら
、

昔
の
老
人
会
の
活
動
を
懐
か
し
む
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
方
か
ら
も

再
開
に
向
け
た
働
き
か
け
も
あ
り
、

自
治
会
長
経
験
者
や
現
自
治
会
の
役

員
が
中
心
と
な
り
再
開
に
向
け
た
話

し
合
い
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

令
和
五
年
五
月
十
一
日
総
会
を
開

催
し
て
正
式
に
発
足
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

会
員
は
現
在
十
四
名
と
少
な
い
で

す
が
、
み
ん
な
で
話
し
合
い
を
重
ね

な
が
ら
、
会
の
名
前
を
「
の
ん
び
り

や
ろ
う
会
」
と
し
て
ゆ
っ
く
り
歩
み

始
め
ま
し
た
。
会
の
目
的
は
会
員
相

互
の
親
睦
は
も
と
よ
り
、「
生
活
を
豊

か
に
す
る
楽
し
い
活
動
」、「
地
域
を

豊
か
に
す
る
社
会
活
動
」
と
し
て
「
お

試
し
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
麻
雀
」
や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
が
開
催
す
活

動
の
「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」
へ
参
加

し
て
い
ま
す
。

　

不
定
期
で
は
あ
り
ま
す
が
、
会

員
の
み
な
さ
ん
と
「
今
度
は
何
を
し

よ
う
か
！
」
と
あ
れ
こ
れ
話
し
合
い

な
が
ら
、
行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

春
に
は
「
み
ず
が
め
の
郷
」
で
シ
ー

ト
を
広
げ
て
弁
当
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
満
開
の
桜
の
花
見
を
楽
し
む
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。「
カ
ラ
オ
ケ
に
行

き
た
い
な
ぁ
」
と
い
う
声
が
あ
れ
ば
、

「
健
康
教
室
」
と
名
前
を
つ
け
て
会
の

行
事
と
し
て
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
を
貸

し
切
り
で
午
前
中
い
っ
ぱ
い
歌
い
大

い
に
盛
り
上
が
り
心
肺
機
能
の
向
上

に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、「
の
ん
び
り
農
園
」
を
開
設

し
て
、
野
菜
の
植
え
付
け
や
花
苗
を

植
え
る
活
動
な
ど
も
行
な
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
十
月
に
エ
ン
ド
ウ
豆
や
グ

リ
ー
ン
ピ
ー
ス
の
種
ま
き
、
十
一
月

に
玉
ね
ぎ
苗
や
パ
ン
ジ
ー
の
植
え
付

け
を
行
い
ま
し
た
。
玉
ね
ぎ
は
、
今

年
の
六
月
に
無
事
収
穫
す
る
こ
と
が

で
き
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
少
し
ず
つ

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
お
す
そ
分
け

を
し
て
喜
ん
で
も
ら
え
ま
し
た
。
借

り
て
い
る
空
地
（
畑
）
は
雑
草
が
繁

茂
す
る
た
め
に
定
期
的
に
草
刈
り
機

を
使
い
作
業
を
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
会
員
に
は
農
家
で
野
菜
を
育

て
て
い
る
方
や
松
林
の
草
刈
り
清
掃

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
さ
れ
て
あ

る
方
が
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
大
変
あ
り
が
た
い
で
す
。

夏
に
は
小
さ
な
ヒ
マ
ワ
リ
が
咲
き

和
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
秋
に
は
コ

ス
モ
ス
が
咲
く
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
六
月
に
植
え
付

け
た
サ
ツ
マ
イ
モ
百
本
が
夏
の
猛
暑

に
よ
り
葉
が
枯
れ
は
じ
め
て
心
配
し

ま
し
た
が
、
順
調
に
成
長
し
て
い
る

よ
う
で
、
み
ん
な
で
芋
ほ
り
の
収
穫

を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

　

当
面
の
悩
み
と
し
て
は
中
々
会

員
の
広
が
り
が
見
え
て
き
ま
せ
ん
。

会
の
活
動
を
紹
介
す
る
チ
ラ
シ
を
作

成
し
た
り
、
お
互
い
に
お
友
達
を
一

人
で
も
誘
っ
て
く
だ
さ
い
と
声
掛
け

を
し
て
い
ま
す
が
、
思
う
よ
う
に
は

進
み
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
自
治
会
長

東
町
一
区
老
人
会
の活動

再
開

福
津
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

東
町
一
区
老
人
ク
ラ
ブ

�

会
　
長　

森
田
　
雄
二

せ
ん
紙
切
で
自
ず
と
限
界
が
あ
り
ま

す
。
や
は
り
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い

で
す
。
言
葉
で
は
伝
え
ら
れ
な
い
雰

囲
気
で
す
。

今
の
気
持
ち
を
書
き
ま
す
と
青
葉

会
と
自
治
会
の
距
離
が
少
し
離
れ
す

ぎ
て
は
い
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
青

葉
会
だ
け
で
は
微
力
で
す
。
自
治
会

が
絡
ん
で
い
た
だ
く
と
募
集
に
で
も

反
応
が
著
し
く
変
わ
り
ま
す
。
若
い

人
も
や
が
て
は
高
齢
者
に
な
り
ま
す
。

高
齢
者
達
が
青
葉
台
で
楽
し
く
幸
せ

な
生
活
が
で
き
る
社
会
を
作
る
の
に

は
自
治
会
の
協
力
な
く
し
て
は
で
き

ま
せ
ん
。こ
れ
か
ら
は
自
治
会
と
も
っ

と
も
っ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

深
め
、
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
会
員
増

強
に
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。



第 87 号(17)

皆
さ
ん
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
昨
年
五
月
、
長
年
住
み
慣
れ
た

住
宅
が
建
て
替
え
の
た
め
、
お
と
な

り
の
校
区
、
市
営
住
宅
の
高
泉
団
地

B
棟
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
A

棟
B
棟
C
棟
と
一
年
が
か
り
で
新
築

さ
れ
、
十
階
建
て
三
棟
、
三
百
世
帯
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
付
き
の
新
築
で
す
。

昨
年
よ
り
老
人
ク
ラ
ブ
の
設
立
に
努

力
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
周
り
の
方
は
殆
ど
見
知

ら
ぬ
方
ば
か
り
で
す
。
事
務
局
か
ら

の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、
ま
ず
は
近

所
の
方
と
仲
良
く
な
っ
て
ゆ
こ
う
と
、

地
域
の
役
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
リ
サ
イ
ク
ル
委
員
で
す
。

月
に
十
回
ほ
ど
準
備
と
当
日
、
燃
え

る
ゴ
ミ
燃
え
な
い
ゴ
ミ
、
リ
サ
イ
ク

ル
の
日
と
、
決
め
ら
れ
た
日
に
そ
の

場
所
に
い
ま
し
た
。
多
く
の
皆
さ
ん

と
会
え
ま
す
。
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し

ま
す
。
公
民
館
長
と
も
仲
良
く
な
り
、

館
長
を
事
務
局
に
お
連
れ
し
ま
し
た
。

事
務
局
よ
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

組
織
に
つ
い
て
、
生
活
を
豊
か
に
す

る
楽
し
い
活
動
、
地
域
を
豊
か
に
す

る
社
会
活
動
、
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
。

三
大
運
動
を
通
し
て
毎
日
楽
し
く
仲

間
づ
く
り
に
、
元
気
な
高
齢
者
を
目

指
し
て
活
動
し
て
い
る
事
、
又
大
牟

田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
一
年
間

の
活
動
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。「
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？
」

と
お
誘
い
し
ま
し
た
。
そ
の
場
で
入

会
と
な
り
ま
し
た
。
実
は
数
か
月
前
、

大
老
連
の
体
育
大
会
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
終
わ
っ
て
感
想
を

お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、「
老
人
会
っ
て

凄
か
ー
」
っ
て
、
と
て
も
喜
ん
で
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
館
長
の
お
力

を
お
借
り
し
ま
し
て
、
団
地
中
を
訪

問
い
た
し
ま
し
た
。
四
十
名
の
老
人

ク
ラ
ブ
新
会
員
の
増
強
、
組
織
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
方

と
老
人
ク
ラ
ブ
の
仲
間
が
同
時
に
動

き
出
す
と
、
ス
ム
ー
ズ
に
活
動
が
で

き
ま
す
。

今
年
五
月
新
ク
ラ
ブ
の
結
成
、
六

月
大
老
連
の
体
育
大
会
に
一
名
参
加

し
ま
し
た
。
七
月
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
、
ペ
タ
ン
ク
大
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
公
民
館
で
は
室
内
ペ
タ

ン
ク
大
会
に
十
七
名
の
参
加
も
あ
り
、

「
毎
月
し
て
ほ
し
い
」
と
云
わ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
八
月
に
は
老
人
会
主
催
・

共
催
と
し
て
公
民
館
と
共
に
夏
祭
り
、

団
地
内
で
盆
踊
り
を
、
舞
台
を
作
っ

て
楽
し
い
集
い
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

超
高
齢
化
の
団
地
で
す
。
独
り
住

ま
い
、
老
夫
婦
世
帯
が
殆
ど
で
す
。

先
日
小
野
会
長
が
云
い
ま
し
た
。「
老

人
ク
ラ
ブ
の
生
き
様
を
見
せ
て
や
ろ

う
ぜ
！
！
」
ま
た
荒
木
局
長
が
云
い

ま
し
た
。「
老
人
会
の
リ
ー
ダ
ー
は
人

さ
ん
と
も
相
談
し
な
が
ら
、
会
員
募

集
の
チ
ラ
シ
を
回
覧
や
各
戸
配
布
で

お
願
い
す
る
こ
と
で
進
め
て
ゆ
く
予

定
で
す
。

令
和
六
年
度
か
ら
は
、
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
連
合
会
へ
加
入
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
市
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
課
の
指

導
を
受
け
な
が
ら“
少
し
ず
つ
、
の

ん
び
り
、
ゆ
っ
く
り
〝 
と
活
動
を
進

め
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

暖
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
る
と
幸

い
で
す
。

地
域
と
共
に
信
頼
の
輪
で

仲
間
づ
く
り

大
牟
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

高
泉
B
棟
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ

�

会
　
長　

宮
本
　
三
保
子

生
最
後
の
役
職
。
息
の
根
が
止
ま
る

そ
の
時
ま
で
老
人
ク
ラ
ブ
同
志
を
守

り
、
共
に
明
る
く
人
生
を
謳
歌
し
ま

し
ょ
う
」

枝
坂
生
寿
ク
ラ
ブ

会
員
増
強
の
取
り
組
み

活
動
に
つ
い
て

嘉
麻
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
稲
築
支
部

枝
坂
生
寿
ク
ラ
ブ

�

会
　
長　

岡
本
　
拓
彦

枝
坂
生
寿
ク
ラ
ブ
は
、
当
時

稲
築
町
で
、
三
井
山
野
炭
鉱
閉
山

（
千
九
百
七
十
四
年
）
後
、
先
輩
は
ゲ
ー

ト
ボ
ウ
ル
に
励
ん
で
お
り
ま
し
た
。

コ
ー
ト
は
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
二
面
·

児
童
公
園・小
広
場
（
計
四
面
）
を
ゲ
ー

ト
ボ
ウ
ル
場
に
し
て
競
技
を
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
競
技
会
員
数
は
、
五
十
人

近
い
人
数
お
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
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老
人
会
ゲ
ー
ト
ポ
ウ
ル
試
合
に
参
加

す
る
た
め
に
、
稲
築
老
人
会
に
枝
坂
老

人
会
参
加
発
足
、
千
九
百
八
十
一
年
頃

老
人
会
発
足
当
時
、（
稲
築
町
老
人
会
は
、

発
足
当
時
数
年
で
、
二
十
七
地
区
の

二
十
七
老
人
ク
ラ
ブ
設
立
と
な
っ
た
）

そ
の
後
、
各
ク
ラ
ブ
の
減
が
始
ま
っ
た

よ
う
で
す
。
二
千
六
年
、
稲
築
は
一
市

三
町
合
併
し
て
、
嘉
麻
市
発
足
、
老
人

会
は
、
嘉
麻
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
稲

築
支
部
と
な
り
ま
し
た
。
二
千
二
十
四

年
現
在
、
稲
築
支
部
は
九
ク
ラ
ブ
で
あ

り
ま
す
。（
ち
な
み
に
、
枝
坂
老
人
会
発

足
時
（
時
期
は
不
明
）、
当
時
会
員
が

八
十
人
以
上
で
、
公
民
館
の
中
に
入
れ

な
い・座
れ
な
い
位
だ
っ
た
そ
う
で
す
。）

私
は
、
二
千
九
年
に
生
寿
ク
ラ
ブ

に
会
員
と
し
て
入
っ
た
時
は
、
会
員
は

四
十
人
以
上
お
り
ま
し
た
が
、
減
少
と

な
り
、
当
時
会
員
数
増
加
を
願
っ
て
、

又
皆
と
健
康・笑
い・体
力
つ
く
り
の
為
、

公
民
館
の
中
で
出
来
る
ス
ポ
ー
ツ
を
と

思
い
、
自
作
の
ス
ポ
ー
ツ
設
備
で
す
が
、

活
動
を
始
め
ま
し
た
。
二
千
十
七
年
か

ら
、
設
備
を
使
用
し
全
員
で
活
動
出
来

ま
し
た
。
設
備
は
、
写
真
の
通
り
（
ボ

ウ
リ
ン
グ
・
カ
ー
リ
ン
グ
・
ホ
ッ
ケ
ー
・

ポ
ッ
チ
ャ
） 

目
的
は
、（
会
員
減
に
な
ら

な
い
よ
う
、
又
、
会
員
増
に
な
る
よ
う

に
願
っ
て
）
し
か
し
、
会
員
増
に
は
繋

が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
会
員
一
人
一
人

が
、
外
部
の
人
に
声
掛
け
し
て
な
か
っ

た
。
私
を
含
め
て
、
声
掛
け
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

会
員
増
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
と
の
会

議
の
中
で
、
会
員
一
人
一
人
が
友
達
、

知
り
合
い
の
人
へ
声
掛
け
し
て
は
、
と
、

問
題
（
お
願
い
）
を
出
し
た
と
こ
ろ
、

皆
了
解
し
て
頂
き
、
会
員
一
人
一
人
が
、

声
掛
け
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

生
寿
ク
ラ
ブ
自
作
の
ス
ポ
ー
ツ
用
具

使
用
に
対
し
、
皆
闘
志
を
出
し
て
、
結

果
に
つ
い
て
笑
い
｀
競
技
に
つ
い
て
の

（
一
人
一
人
が
技
術
の
難
し
さ
等
に
つ

い
て
）
楽
し
い
話
題
が
出
ま
し
た
。

現
在
、
県
老
連
・
嘉
老
連·

稲
築
支

部
活
動
の
傘
下
の
も
と
、
枝
坂
生
寿
ク

ラ
ブ
は
、会
員
一
同
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

▲  絵を描く活動

▲  ボウリング ▲  カーリング ▲  ホッケー

▲  毎年七夕づくり活動 ▲  毎年七夕づくり活動
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新
町
区
自
治
会
関
係
組
織
で
あ
る
新

町
睦
会
は
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
老
後

に
お
け
る
生
活
環
境
の
健
全
化
と
福

祉
の
向
上
に
努
め
て
来
ま
し
た
が
会
員

減
少
に
よ
る
会
費
収
入
の
減
少
や
、
廃

品
相
場
下
落
に
伴
う
廃
品
回
収
の
収
入

減
、
さ
ら
に
物
価
高
騰
に
よ
る
活
動
費

増
額
に
よ
り
運
営
が
大
変
厳
し
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
町
区
自
治
会
に
と
っ
て
新
町
睦
会

の
活
動
は
地
域
交
流
の
原
動
力
と
も
言

え
ま
す
。
今
後
も
安
定
し
て
活
動
が
継

続
で
き
る
方
法
と
し
て
よ
り
多
く
の
新

町
区
在
住
の
睦
会
加
入
対
象
者
（
年
齢

六
十
歳
以
上
）
に
会
員
に
な
っ
て
頂
く

事
が
必
須
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現

在
新
町
区
に
は
約
三
百
二
十
名
の
対
象

者
が
お
ら
れ
ま
す
。
現
在
は
六
十
代
、

七
十
代
の
方
々
も
働
か
れ
て
い
る
方
が

年
々
増
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
健
康

寿
命
も
延
び
て
い
る
と
言
う
事
に
な
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
が
睦
会
加
入
減
少
の

大
き
な
要
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
で
あ
っ
て
も
働
い
て
い
る
方

達
は
「
老
人
ク
ラ
ブ
」
と
い
う
名
前
も

受
け
入
れ
難
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

従
来
の
「
老
人
ク
ラ
ブ
」
の
イ
メ
ー

ジ
は「
隠
居
世
代
＝
働
い
て
な
い
人
達
」

の
集
団
と
言
う
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。
そ

の
イ
メ
ー
ジ
を
ど
う
や
っ
て
払
拭
す
る

か
、
こ
の
事
を
自
治
区
長
と
も
相
談
し

ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
一
つ
の
提
案
と
し
て
、

ま
ず
対
象
者
全
員
に
睦
会
は
自
治
会
運

営
の
一
端
を
担
う
存
在
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
頂
く
事
が
必
要
な
の
で
、
睦
会

の
現
状
や
重
要
な
役
割
等
を
分
か
り
易

く
文
書
化
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
対
象
者

全
員
に
配
布
し
て
活
動
内
容
の
告
知
と

入
会
協
力
の
依
頼
を
実
行
す
る
と
い
う

事
で
し
た
。
間
違
い
な
く
そ
の
町
に
永

く
住
ん
で
い
る
人
た
ち
は
次
世
代
へ
の

後
継
の
担
い
手
と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
を
世
代
を
越
え
て
知
っ
て
欲
し
い
、

特
に
新
し
く
遠
賀
町
に
住
ま
わ
れ
た
若

い
世
代
に
も
こ
の
町
独
自
の
文
化
や
伝

統
が
あ
る
事
を
知
っ
て
欲
し
い
と
い
う

新
町
睦
会
会
員
増
加
の

為
の
活
動
に
つ
い
て

遠
賀
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�
新
町
睦
会
会
長　

酒
井
　
義
彦

思
い
が
伝
わ
ら
な
け
れ
ば
自
治
会
運
営

も
上
手
く
い
き
ま
せ
ん
。
新
町
区
は
現

在
平
均
年
齢
が
四
十
八
歳
と
い
う
若
い

世
代
の
町
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
若
い
世
代
へ
向
け
た
ま
ち
づ
く

り
を
実
行
す
る
為
に
も
睦
会
の
役
割
は

大
変
大
き
な
原
動
力
と
な
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
内
容
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
配
布
し
て
対
象
者
全
員
に
入
会
を
お

願
い
し
た
結
果
、
約
九
割
の
方
々
に
賛

同
し
て
頂
き
ま
し
た
。

睦
会
は
「
老
人
ク
ラ
ブ
」
で
は
な
く

新
し
い
町
づ
く
り
の
「
職
人
集
団
」
と

い
う
意
識
を
持
っ
て
、
次
世
代
へ
繋
ぐ

バ
ト
ン
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
多
く
の
方
々
に
会
員
に
な
っ

て
頂
い
た
事
で
、
新
町
区
自
治
会
の

モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
「
出
来
る
人
が
、
出

来
る
時
に
、
出
来
る
事
を
す
る
」
と
い

う
ス
タ
イ
ル
が
よ
り
現
実
的
に
可
能
に

な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

睦
会
は
単
な
る
高
齢
者
の
集
団
で
は

な
く
、
世
代
を
越
え
た
地
域
交
流
の
要

と
し
て
今
後
も
活
動
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

末広鶴と日の丸

色　彩 金メッキ入り・高級七金宝製

会員章

鶴（高齢者） が、両翼を扇（末広）状に 広げて、日章（日
本）を担っている図、すなわち、高齢者の歩みは、わ
が国を守り、家庭生活を 支えてきたものであることを
表す。なお、両翼の張り出しは、高齢者の衰えぬ活動
意欲を象徴する。

タック式は、会員章の針を布地に差し込み、
裏側からその針を止め金の穴に差し込んで固定します。
※ピン止式もあります。

内側の円（日章）が赤。外側の鶴が白。
外周の線を金色とする。

タック式

会員章を胸に活動の輪を
広げましょう。

１口　１,000円

①会員章にはタック式とピン止め式の２
種類があります。

②お申込み・お問い合わせは、
　福岡県老人クラブ連合会
　（TEL092-582-9860）へお願いします。

おねがい
〈お申込み・お問い合わせについて〉
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行
橋
市
北
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

福
寿
会

�
会
　
長　

五
十
川
　
勇
夫

『
会
員
増
強
に
繋
が
り
そ
う
な
取
り

組
み
』
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

は
じ
め
に
私
た
ち
の
福
寿
会
は
十
の

単
位
ク
ラ
ブ
で
構
成
さ
れ
三
百
二
十
名

の
会
員
で
平
均
年
齢
は
八
二・
三
歳
に

な
り
ま
す
。

福
寿
会
は
三
つ
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
活

動
し
て
お
り
、
一
．
行
事
内
容
の
見
直

し
と
宣
伝
の
拡
大
、
二
．
活
動
員
が

主
役
の
老
人
ク
ラ
ブ
、
三
．
各
団
体
と

の
連
携
強
化
に
な
り
ま
す
。
こ
の
度
、

十
八
名
も
の
会
員
を
増
や
す
こ
と
が
出

来
た
経
緯
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
よ
う
。	

一
．
行
事
内
容
の
見
直
し
と
宣
伝
の
拡

大
に
つ
い
て

足
、
腰
に
不
安
の
あ
る
方
も
車
イ
ス

で
参
加
出
来
る
バ
ス
ハ
イ
ク
を
計
画
し

ま
し
た
。

花
公
園
、
温
泉
、
紫
陽
花
見
学
と
三

名
が
車
イ
ス
で
参
加
さ
れ
、
行
き
た
い

け
ど
無
理
だ
と
思
っ
て
い
た
の
に
皆
さ

ん
が
良
く
し
て
下
さ
り
と
て
も
楽
し
い

時
間
で
し
た
と
、
い
い
笑
顔
で
し
た
。

後
日
、
行
事
新
聞
に
て
地
域
の
皆
様

に
宣
伝
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

二
．
活
動
員
を
主
役
の
老
人
ク
ラ
ブ
に

つ
い
て

令
和
五
年
十
月
に
米
町
の
会
長
さ
ん

よ
り
「
会
員
が
減
り
二
名
だ
け
で
は
無

理
」と
脱
会
を
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。元
々

五
名
で
頑
張
っ
て
い
た
の
で
す
が
大
変

な
事
に
な
り
ま
し
た
。

来
年
の
三
月
ま
で
時
間
を
頂
き
対
策

を
考
え
て
行
く
こ
と
に
し
、
理
事
会
で

事
情
を
話
し
良
い
案
は
な
い
か
、
す
ぐ

に
答
え
は
出
ま
せ
ん
。
根
拠
良
く
声
掛

け
活
動
続
け
る
事
に
し
ま
し
た
。
活
動

員
の
皆
様
に
「
声
掛
け
活
動
」
に
協
力

を
お
願
い
し
て
老
人
ク
ラ
ブ
が
な
い
町

を
中
心
に
情
報
を
集
め
ま
し
た
。
イ
キ

イ
キ
サ
ロ
ン
を
活
発
に
さ
れ
て
い
る
役

町
さ
ん
が
話
題
に
上
が
り
ア
タ
ッ
ク
対

象
の
一
つ
に
行
動
開
始
で
す
。

話
し
は
簡
単
に
は
進
む
訳
あ
り
ま
せ

ん
「
イ
キ
イ
キ
だ
け
で
充
分
ま
と
ま
り

も
あ
り
満
足
し
て
い
る
」
と
の
答
え

だ
。
な
ら
名
前
だ
け
で
も
、
会
費
も
免

除
、
参
加
の
押
し
つ
け
無
し
、
と
出
せ

る
条
件
全
て
吐
出
し
渋
々
了
解
頂
き
ま

し
た
。
米
町
と
役
町
が
隣
町
で
あ
り
合

同
で
登
録
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
、
本

格
的
な
引
き
込
み
作
戦
開
始
に
な
り
ま

す
。

三
．
各
団
体
と
の
連
携
強
化
に
つ
い
て

役
町
会
長
に
ア
タ
ッ
ク
ま
ず
は
「
奥

様
を
狙
え
」、
お
二
人
に
老
人
ク
ラ
ブ

会
員
増
強
に
繋
が
り
そ
う
な

取
り
組
み

の
活
動
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
取
り
組

み
が
大
切
だ
。

奥
様
は
大
正
琴
サ
ー
ク
ル
で
活
躍
し

て
い
る
。
米
寿
祝
い
の
会
に
大
正
琴
さ

ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
小
学
生
に
も

協
力
を
い
た
だ
き
役
町
会
長
さ
ん
の
参

加
も
あ
り
、
地
域
の
ふ
れ
あ
い
活
動
に

結
び
付
け
る
事
が
出
来
た
今
後
も
信
頼

関
係
を
築
い
て
い
き
ま
す
。
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老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
功
績
を
顕

彰
し
、
次
の
会
員
及
び
団
体
が

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
心

か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

知
事
表
彰

（
１
）　

市
郡
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
長
又
は
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会

長
の
経
験
を
有
し
、
老
人
の
心

身
の
健
康
の
保
持
に
資
す
る
活

動
や
、
老
人
の
福
祉
を
増
進
す

る
事
業
に
お
い
て
、
そ
の
功
績

が
顕
著
で
あ
り
他
の
模
範
と
認

め
ら
れ
る
者
で
、
そ
の
在
職
期

間
が
令
和
六
年
四
月
一
日
現
在

で
五
年
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、

現
在
も
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
で

あ
る
者

　
　
　
　

松
村
敏
治	

久
留
米
市

　
　
　
　

八
尋
義
伸	

久
留
米
市

　
　
　
　

竹
藤 

フ
ジ
子	

久
留
米
市

　
　
　
　

三
原　

勝	

久
留
米
市

　
　
　
　

中
村  

修	

久
留
米
市

　
　
　
　

森
田 

千
恵
子	

久
留
米
市

　
　
　
　

土
田
七
郎	

久
留
米
市

　
　
　
　

石
橋
清
一	

久
留
米
市

　
　
　
　

於
保
武
男	

久
留
米
市

　
　
　
　

澤
水
良
巳	
久
留
米
市

　
　
　
　

江
頭　

亨	
飯
塚
市

　
　
　
　

古
賀
輝
衛	

柳
川
市

　
　
　
　

関

眞
喜
雄	

柳
川
市

　
　
　
　

荒
木
昭
和	

柳
川
市

　
　
　
　

弓
掛
弘
達	

春
日
市

　
　
　
　

石
井
喬
志	

宗
像
市

　
　
　
　

前
田
和
傳	

太
宰
府
市

　
　
　
　

山
内
弘
造	

福
津
市

　
　
　
　

井
上
國
治	

福
津
市

　
　
　
　

花
田
哲
也	

福
津
市

　
　
　
　

萩
原
清
美	

福
津
市

　
　
　
　

松
原
秀
治	

福
津
市

　
　
　
　

井
上
英
男	

福
津
市

　
　
　
　

安
藤
征
二	

志
免
町

　
　
　
　

荒
谷 

美
知
郎	

水
巻
町

　
　
　
　

森
山
康
孝	

広
川
町

（
２
）	　

老
人
の
心
身
の
健
康
に
資
す

る
た
め
の
教
養
講
座
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
そ
の
他
広
く
老
人

が
自
主
的
か
つ
積
極
的
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
を
積

極
的
に
実
施
す
る
等
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
運
営
が
特
に
優
秀
で
あ

り
、他
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る
者
。

星
ヶ
丘
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

星
和
会　
　

福
津
市

成
和
紅
葉
会　
　
　
　
　
　
　
志
免
町

真
如
寺
こ
の
み
ク
ラ
ブ　
　

  

築
上
町

　
　

表表    

彰彰  

（
敬
称
略
）
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知
事
感
謝
状

（
１
）	高
齢
者
相
互
支
援
活
動
員
（
シ

ル
バ
ー
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）
で
、

地
域
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

等
の
介
助
援
助
を
行
い
、
そ
の

功
績
が
顕
著
で
あ
り
他
の
模
範

と
認
め
ら
れ
る
者
で
、
そ
の
従

事
期
間
が
令
和
六
年
四
月
一
日

現
在
で
五
年
以
上
で
あ
り
、
か

つ
、
現
在
も
活
動
し
て
い
る
者

　
　
　

上
野
芳
久	

太
宰
府
市

　
　
　

松
岡
良
一	

太
宰
府
市

　
　
　

山
口
郁
子	

太
宰
府
市

　
　
　

松
永
三
生	

太
宰
府
市

　
　

県
老
連
会
長
表
彰

【
福
岡
地
区
】

　
　

高
山
繁
規

　
　
　

中
島
広
昭

　
　
　

赤
尾　

清

　
　
　

島
村
紀
生

　
　
　

牟
田　

正

　
　
　

山
内
清
隆

　
　
　

後
藤
清
忠

　
　
　

田
中
奎
子

　
　
　

権
藤
邦
彦

　
　
　

小
國
紀
美
子

　
　
　

永
嶋
国
秀

　
　
　

大
島
成
晃

　
　
　

草
場
亮
二

　
　
　

芳
賀
和
明

　
　
　

中
野
愼
一

　
　
　

鋤
田　

勝

　
　
　

福
岡
力
太
郎

　
　
　

川
島
俊
二

　
　
　

住　

政
子

　
　
　

神
宮
鹿
男

　
　
　

安
東
祐
治

　
　
　

井
上
芳
美

朝
倉
市

　
　
　

吉
村
昌
策

　
　
　

駒
山
悦
章

　
　
　

田
中
嘉
弘

　
　
　

吉
原
靖
禮

　
　
　

乙
須
明
人

【
北
筑
後
地
区
】

　
　
　

河
口　

勝

　
　
　

永
田　

進

　
　
　

大
楠
三
義

　
　
　

大
山
茂
子

　
　
　

青
沼
美
枝
子

　
　
　

福
島
由
夫

　
　
　

田
村
信
子

　
　
　

國
武
裕
二

　
　
　

佐
々
木
秀
敏

　
　
　

中
野
條
夫

　
　
　

横
田
義
治

　
　
　

黒
岩
一
俊

　
　
　

堤　

正
昭

　
　
　

髙
田
優
雄

朝
倉
市

朝
倉
市

筑
紫
野
市

筑
紫
野
市

筑
紫
野
市

春
日
市

春
日
市

大
野
城
市

大
野
城
市

宗
像
市

宗
像
市

古
賀
市

福
津
市

福
津
市

福
津
市

那
珂
川
市

那
珂
川
市

宇
美
町

篠
栗
町

篠
栗
町

篠
栗
町

　
　
　

國
武
敏
秀

　
　
　

後
藤
正
義

　
　
　

緒
方
隆
寛

　
　
　

古
賀　

豊

　
　
　

野
田
祐
司

　
　
　

小
野
秀
人

　
　
　

重
松
宏
侈

　
　
　

菊
池
昭
男

　
　
　

古
賀
定
男

　
　
　

廣
重　

學

　
　
　

高
三
潴

基

　
　
　

菊
次
久
美

　
　
　

柴
田
由
美
子

　
　
　

江
頭
喜
美
恵

　
　
　

井
上
ミ
ユ
キ

　
　
　

寺
﨑
敦
子

　
　
　

原　

政
雄

　
　
　

西
田
陽
子

　
　
　

吉
住
千
明

　
　
　

大
谷
広
人

　
　
　

出
田　

明

篠
栗
町

須
恵
町

新
宮
町

粕
屋
町

粕
屋
町

久
留
米
市

久
留
米
市

久
留
米
市

久
留
米
市

久
留
米
市

久
留
米
市

久
留
米
市

久
留
米
市

久
留
米
市

久
留
米
市

久
留
米
市

久
留
米
市

久
留
米
市

久
留
米
市

久
留
米
市

久
留
米
市

久
留
米
市

久
留
米
市

久
留
米
市

久
留
米
市

久
留
米
市

久
留
米
市

久
留
米
市

久
留
米
市

久
留
米
市

久
留
米
市

久
留
米
市

久
留
米
市

久
留
米
市

久
留
米
市

八
女
市

八
女
市

八
女
市

八
女
市

八
女
市
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隈
本
弘
文

　
　
　

堀
川
義
正

　
　
　

中
富
捷
士

　
　
　

永
野　

覺

　
　
　

藤
木
繁
美

　
　
　

緒
方
ソ
ト
江

【
南
筑
後
地
区
】

　
　
　

石
河　

巽

　
　
　

大
坪
邦
弘

　
　
　

亀
崎　

勉

　
　
　

江
口　

勲

　
　
　

江
崎　

章

　
　
　

古
賀
洋
介

【
筑
豊
地
区
】　　
　

　
　
　

宮
崎
博
光

　
　
　

島
袋
浩
一

　
　
　

上
江
洲
冨
美
江

　
　
　

田
尻
憲
重

　
　
　

庄
山
克
弘

　
　
　

皆
川
光
男

　
　
　

山
倉
秀
一

　
　
　

櫻
木
義
則

　
　
　

武
浦
淑
子

　
　
　

幸
丸
み
や
子

　
　
　

浦
田
照
二

　
　
　

松
本
達
男

　
　
　

片
岡
共
栄

　
　
　

渡
辺
成
美

　
　
　

瀬
尾　

章

　
　
　

国
本
美
紀
子

　
　
　

小
澤
信
雄

　
　
　

永
光
昌
弘

　
　
　

長
嶋
一
磨

　
　
　

伊
藤
幸
雄

　
　
　

有
吉
幸
康

　
　
　

加
留
部
謹
一

　
　
　

西
村
暁
美

　
　
　

岡
田　

洋

　
　
　

村
井
美
智
子

　
　
　

川
崎
明
人

八
女
市

八
女
市

筑
後
市

筑
後
市

広
川
町

広
川
町

柳
川
市

柳
川
市

柳
川
市

柳
川
市

柳
川
市

大
木
町

飯
塚
市

飯
塚
市

飯
塚
市

飯
塚
市

飯
塚
市

　
　
　

木
原
太
美
男

　
　
　

有
田
秀
幸

　
　
　

宗　

昭
信

　
　
　

織
田
茂
彰

　
　
　

手
嶋　

武

　
　
　

長
尾　

正

　
　
　

中
川
房
子

　
　
　

梶
山
常
雄

　
　
　

千
葉
尚
三

【
京
築
地
区
】

　
　
　

平
野
典
子

　
　
　

岩
澤
茂
子

　
　
　

武
内
初
美

　
　
　

小
坪
幸
一

　
　
　

立
石
チ
ヅ
子

　
　
　

八
並
智
由

　
　
　

眞
﨑
一
夫

　
　
　

町
田
健
二

　
　
　

橋
本
秀
人

　
　
　

塚
本
博
明

田
川
市

田
川
市

田
川
市

田
川
市

田
川
市

田
川
市

田
川
市

田
川
市

田
川
市

嘉
麻
市

嘉
麻
市

嘉
麻
市

嘉
麻
市

嘉
麻
市

嘉
麻
市

宮
若
市

宮
若
市

水
巻
町

水
巻
町

水
巻
町

岡
垣
町

　
　
　

熊
谷
孝
二

　
　
　

立
花
法
子

　
　
　

犬
塚　

薫

　
　
　

吉
武
日
出
男

　
　
　

税
所
忠
士

　
　
　

加
藤
欣
一

岡
垣
町

岡
垣
町

岡
垣
町

遠
賀
町

添
田
町

糸
田
町

糸
田
町

川
崎
町

川
崎
町

行
橋
市

行
橋
市

行
橋
市

行
橋
市

行
橋
市

苅
田
町

苅
田
町

苅
田
町

苅
田
町

み
や
こ
町

み
や
こ
町

み
や
こ
町

み
や
こ
町

築
上
町

築
上
町

築
上
町
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令和６年度 「福岡県老人クラブ会員増強運動」
会長表彰・特別賞　受賞団体

　今年度の会員増強運動表彰は、令和元年度から新たに開始した「会員増強運動」により、令和５年度に
おいて著しい成果のあった市町村老人クラブ連合会及び単位老人クラブを表彰するものです。表彰された
皆さんをはじめ、会員増強に精力的に取り組まれたすべての会員の皆さんに、心から御礼申し上げます。

Ⅰ．会長表彰
（１）市町村老人クラブ連合会【4 団体】

①会員が１０人以上純増した市町村老連
②新設又は復活、未加入クラブの新規加入又は再加入により
　単位老人クラブが２クラブ以上純増した市町村老連

【福岡地区】２老連  【南筑後地区】１老連  【筑豊地区】１老連
No. 地区名 老連名 市町村老人クラブ名 増加の内容

1
福　岡

福津市 福津市シニアクラブ連合会 2クラブ純増

2 東峰村 東峰村老人クラブ連合会 33人純増

3 南筑後 大牟田市 大牟田市老人クラブ連合会 22人純増

4 筑　豊 遠賀町 遠賀町老人クラブ連合会 85人純増

（２）単位老人クラブ【６９団体】
・会員数を次の区分に応じて分割し、それぞれに定める割合を

乗じて得た人数の合計人数以上の会員が純増した単位老人クラ
ブ。ただし、前年の会員数が２０人未満のクラブにあっては、
2人以上の純増があった場合に限る。
①会員５０人以下については１５％
②会員５１人以上１００人以下については 10％
③会員が１０１人以上については５％�

【福岡地区】　 １５団体

No. 老連名 支部名 単位老人クラブ名 増加数
R5→R6

増加率
(%)

1

筑紫野市

湯町シニアクラブ ７人 
２７→３４ 26%

2 筑紫駅前通りシニアクラブ ４人 
１９→２３ 21%

3 上阿志岐東シニアクラブ ５人 
１３→１８ 39%

4 宗像市 青葉会 ６人 
５→１１ 120%

5 太宰府市 五条台千歳会 ７人 
３８→４５ 18%

6

糸島市

武シニアクラブ １１人 
２８→３９ 39%

7 下松末シニアクラブ ４人 
１３→１７ 31%

8 片山シニアクラブ ３人 
１６→１９ 19%

9

福津市

大和１区シニアクラブ ２人 
１７→１９ 12%

10 西福間５区シニアクラブ ８人 
３２→４０ 25%

11 若木台シニアクラブ １３人 
３７→５０ 35%

12 篠栗町 新町区松寿会 ９人 
４５→５４ 20%

No. 老連名 支部名 単位老人クラブ名 増加数
R5→R6

増加率
(%)

13
新宮町

中央駅前シニアクラブ ４人 
２１→２５ 19%

14 パークシティシニアクラブ ６人 
２２→２８ 27%

15 粕屋町 阿恵シニアクラブ ２人 
１９→２１ 11%

【北筑後地区】　１７団体

No. 老連名 支部名 単位老人クラブ名 増加数
R5→R6

増加率
(%)

1

久留米市

野中南クラブ １６人 
４５→６１ 36%

2 長門石中央ささえ愛クラブ ７人 
４５→５２ 16%

3 福寿会 ４人 
２６→３０ 15%

4 市営花園老人クラブ １０人 
７１→８１ 14%

5 山本・庄老人クラブ ７人 
４４→５１ 16%

6 柳坂老人クラブ １５人 
２０→３５ 75%

7 第１長生会 ２人 
１４→１６ 14%

8

八女市

八女支部
栄町　栄町クラブ ２人 

１２→１４ 17%

9 八女支部レジェンドクラブ ３人 
８→１１ 38%

10
黒木支部

下町健笑会 ２人 
８→１０ 25%

11 花渡シニアクラブ ２人 
１８→２０ 11%

12
立花支部

西原老人会 ３人 
１４→１７ 21%

13 鹿伏老人クラブ ６人 
３４→４０ 18%

14 矢部支部 八媛クラブ ４人 
２６→３０ 15%

15
うきは市

松本老人クラブ ７人 
３２→３９ 22%

16 宮本福寿会 １６人 
７９→９５ 20%

17 大刀洗町 鵜木元気会 ３人 
１４→１７ 21%

【南筑後地区】　　2 団体

No. 老連名 支部名 単位老人クラブ名 増加数
R5→R6

増加率
(%)

1
柳川市 三橋支部

蒲船津１クラブ ４人 
１７→２１ 24%

2 御仁橋クラブ １２人 
５７→６９ 21%
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【筑豊地区】　　26 団体

No. 老連名 支部名 単位老人クラブ名 増加数
R5→R6

増加率
(%)

1

飯塚市

穂波支部
楽生会 ８人 

３７→４５ 22%

2 若葉会 ２人 
１６→１８ 13%

3

筑穂支部

阿恵老人クラブアロエ会 ５人 
２９→３４ 17%

4 梅の実会 ４人 
１０→１４ 40%

5 下揚老人クラブ ６人 
１０→１６ 60%

6 頴田支部 福門福寿会 ７人 
２３→３０ 30%

7 田川市 寿幸会 ２人 
１８→２０ 11%

8

嘉麻市

山田支部
木城老人クラブ ３人 

１５→１８ 20%

9 中山田下老人クラブ ２人 
１８→２０ 11%

10
稲築支部

高砂会老人クラブ ５人 
２１→２６ 24%

11 枝坂生寿クラブ ３０人 
２２→５２ 136%

12
碓井支部

六四田老人クラブ ３人 
７→１０ 43%

13 光代老人クラブ ６人 
１７→２３ 35%

14 嘉穂支部 貞月老人クラブ ８人 
３５→４３ 23%

15 宮若市 原町杉坂ひまわり会 １３人 
３５→４８ 37%

16 遠賀町 新町睦会 ２０５人 
６３→２６８ 325%

17 小竹町 小竹区老人クラブ紅葉会 ２人 
１９→２１ 11%

18
桂川町

寿命老人クラブ ３人 
１３→１６ 23%

19 桂友会 ８人 
１６→２４ 50%

20
福智町

町３ ２人 
１８→２０ 11%

21 人見（３） １７人 
４２→５９ 41%

22 川崎町 櫛毛幸友会 ６人 
１６→２２ 38%

23

大任町

さくら会 7人 
２０→２７ 35%

24 玉川区老人会 ８人 
２１→２９ 38%

25 皿山区長寿会 ５人 
１９→２４ 26%

26 赤　村 山浦長寿会 ５人 
２１→２６ 24%

【京築地区】　　９団体

No. 老連名 支部名 単位老人クラブ名 増加数
R5→R6

増加率
(%)

1

行橋市

米町・堺町老人クラブ １８人 
５→２３ 360%

2 宮前老人クラブ １１人 
４５→５６ 24%

3 白寿会老人クラブ ７人 
１７→２４ 41%

4

みやこ町
豊津支部

彦徳・高崎老人クラブ １５人 
３６→５１ 42%

5 砦見・有久老人クラブ ７人 
３８→４５ 18%

6 国作・惣社老人クラブ １４人 
６８→８２ 21%

7 犀川支部 下高屋老人クラブ １８人 
４５→６３ 40%

8 築上町 有安すみれ会 ２人 
１４→１６ 14%

9 上毛町 宇野西区老人クラブ寿会 ９人 
５０→５９ 18%

Ⅱ．特別賞	
①未設置地域に新設された単位老人クラブ　　　【7 団体】
②休会・解散状態から復活した単位老人クラブ　【6 団体】

【福岡地区】　６団体　　【北筑後地区】　３団体
【南筑豊地区】　２団体　　【筑豊地区】　２団体

No. 老連名 支部名 単位老人クラブ名 新設・復活 会員数

1 春日市 春日公園地区シニアクラブ 新設 ２３人

2 太宰府市 梅寿会 復活 ４６人

3
福津市

東町一区シニアクラブ 復活 １４人

4 宮司三シニアクラブ 新設 １５人

5 那珂川市 片縄年輪シニアクラブ 復活 ６人

6 東峰村 長命会 復活 ４３人

7
久留米市

南薫いきいきクラブ 新設 １７人

8 今寺悠遊クラブ 復活 ５１人

9 八女市 立花支部 中通老親会 復活 ６３人

10
大牟田市

高泉 A 棟クラブ 新設 ３２人

11 高泉 B 棟ひまわりの会 新設 ４０人

12 飯塚市 筑穂支部 老人クラブえがおかい 新設 ３５人

13 香春町 上香春老人クラブ 新設 ５人
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指定旅館をご存知ですか？指定旅館をご存知ですか？
指定旅館は、老人クラブ会員の皆さんが会員相互の親睦を図る場として、老人クラブ会員限定のサー
ビスの提供が可能な施設をご案内する福岡県老連の福利厚生事業です。
研修旅行や家族旅行の際にご利用いただくために、毎年度全ての指定旅館を掲載した「指定旅館のご
案内」(カラー印刷２５ページ程度 )の冊子を全部の単位老人クラブに配布しています。
○個人情報保護法との関連
・指定旅館と福岡県老連は、福利厚生事業のため福岡県老人クラブ名簿を共同利用しています。
・「指定旅館のご案内」の末尾に指定旅館の個人情報管理責任者の氏名を記載しています。この情報管
理者の責任において、転写の禁止・情報漏えいの防止など個人情報を管理しています。

※・申込みの際に、福岡県老人クラブ連合会会員（単位老人クラブ名等）であることを伝えてください。
・指定旅館からの賛助収益は、県老連の事業を実施するための大きな財源となっております。
積極的にご利用いただきますようお願いします。
・２０２３年度の指定旅館から退会された旅館・ホテルがありますので、「２０２４年度指定旅館の
ご案内」をよくご確認いただき、ご利用ください。

１．直接、「指定旅館」へ電話し、まず、次のことを伝えてください。

①「福岡県⽼⼈クラブ連合会」の会員であること（必須）
②市町村名、単位⽼⼈クラブ名、申し込み代表者名・連絡先
③利用日時（宿泊か日帰りか）、利用人数（男性○人、女性△人）
④希望するプランまたは予算（食事は２食か、３食か、４食か）
⑤グラウンドゴルフ場、会議・研修室、送迎などの特別な希望
⑥（必要に応じて）見積書を送ってもらえるかどうか

２．指定旅館側の説明（見積書）を確認し、申込み時には、次の点にご留意ください。

①見積書（特別な希望の費用を含む）が、予算や想定額の範囲内かどうか
②特別な希望に、伝えもれがなかったかどうか
③人数変更やキャンセルを申し出る際の条件
　（申し出期間およびキャンセル料の割合）

３．送迎バスの利⽤については、指定旅館側の説明を丁寧に聞き、無理な要求をしない
ようにしてください。（道路運送法上の規制・制限があります）

指定旅館の手引き

指定旅館指定旅館ののご案内ご案内2024年度2024年度
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県名と
位置番号

指　定　旅　館　名 住　　　　　　　　　　　所
電話番号
ＦＡＸ番号

福　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡

1
838-0068
福岡県朝倉市甘木２０９１

0946-22-3344
0946-24-1067

2
838-1514
福岡県朝倉市杷木久喜宮１８２０－１

0946-62-1951
0946-62-3063

3
818-0058
福岡県筑紫野市湯町 1丁目２０－１

092-924-3939
092-924-4126

4
811-3521
福岡県福津市勝浦５３０－２

0940-62-3282
0940-62-3941

5
833-0015
福岡県筑後市津島２１０８－１

0942-42-1126
0942-42-1125

6
839-1405
福岡県うきは市浮羽町古川１０９６－１

0943-77-3181
0943-77-3605

7
839-1405
福岡県うきは市浮羽町古川１０９7－１

0943-77-2110
0943-77-2079

8
839-1405
福岡県うきは市浮羽町古川１０９９－３

0943-77-2188
0943-77-3270

9
839-1405
福岡県うきは市浮羽町古川１０９９－８

0943-77-3131
0943-77-7450

10
839-1405
福岡県うきは市浮羽町古川１０９９－１０

0943-77-2148
0943-77-2700

11
832-0057
福岡県柳川市弥四郎町１０－１

0944-72-6295
0944-72-6296

12
838-0821
福岡県朝倉郡筑前町上高場７９５

0946-23-0001
0946-23-0011

熊　
　
　

本

13
861-0804
熊本県玉名郡南関町大字関村１５５６

0968-69-6111
0968-69-6116

14
　　  天然温泉の宿
　　  玉名ファミリー温泉旅館

865-0061
熊本県玉名市立願寺４２８

0968-74-3888
0968-74-3889

15
865-0061
熊本県玉名市立願寺東段６５６－１

0968-72-7777
0968-72-7783

大
分 16 　　  

879-4203
大分県日田市天瀬町湯山１１３７

0973-57-2370
0973-57-2373

※詳細な内容については、各単位クラブに配付しております「2024年度　指定旅館のご案内」で
　ご確認ください

２０２4年度　 親睦旅行は指定旅館で決まり！


